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１．調査の概要 
（１）調査の目的 

  ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る 

  ○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる 

  ○以上のような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する 

 

（２）調査の対象 

   小学校第６学年，特別支援学校小学部第６学年の全児童 

   中学校第３学年，中等教育学校第３学年，特別支援学校中学部第３学年の全生徒 

 

（３）調査の内容 

  ①教科に関する調査（国語，算数・数学） 

   ・主として「知識」に関する問題 

   ・主として「活用」に関する問題 

    ・国語Ａ，算数・数学Ａ：主として「知識」に関する問題を中心とした出題 

    ・国語Ｂ，算数・数学Ｂ：主として「活用」に関する問題を中心とした出題 

  ②質問紙調査 

   ・児童生徒に対する調査 
    ※なお，平成 25 年度調査は，きめ細かい把握・分析ができるよう複数冊子化（共通項目を含む，Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ

の３冊子を作成）して実施。各冊子は，各都道府県内においてできるだけ偏りなく実施されるよう学校単

位で割り振り，各学校は割り振られた１冊子のみ調査を実施。 

   ・学校に対する調査 

 

（４）調査の方式 

   悉皆調査 

 

（５）調査日時 

   平成２５年４月２４日（水） 

 

（６）平成２５年４月２４日（水）に調査を実施した学校・児童生徒数 

【小学校調査】 

 対象学校数 学校数（実施率） 児童数 

公立学校 20,458 校  20,418 校（99.8％） 1,108,272 人 

国立学校 76 校     74 校（97.4％） 7,179 人 

私立学校 212 校       98 校（46.2％） 5,713 人 

合計 20,746 校  20,590 校（99.2％） 1,121,164 人 

 

【中学校調査】 

 対象学校数 学校数（実施率） 生徒数 

公立学校 9,886 校    9,752 校（98.6％） 1,027,458 人 

国立学校 81 校       77 校（95.1％） 10,218 人 

私立学校 744 校      355校（47.7％） 33,157 人 

合計 10,711 校  10,184 校（95.1％） 1,070,833 人 
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２．教科に関する調査  

○正答の状況 

○ 教科に関する調査の正答の状況は，次のとおりである。 

 

【小学校調査】 

教科 平均正答数 平均正答率 

国語Ａ 11.3 問／18 問 62.9％ 

国語Ｂ  5.0 問／10 問 49.6％ 

算数Ａ 14.7 問／19 問 77.3％ 

算数Ｂ  7.6 問／13 問 58.6％ 

 

 

【中学校調査】 

教科 平均正答数 平均正答率 

国語Ａ 24.6 問／32 問 76.8％ 

国語Ｂ 6.1 問／9問 68.0％ 

数学Ａ 23.1 問／36 問 64.3％ 

数学Ｂ  6.8 問／16 問 42.4％ 

 

 

 

 

○調査時間についての児童生徒の反応 

 
○ 解答時間が「やや足りなかった」または「全く足りなかった」と回答した児童生

徒の割合は，次のとおりである。 

小学校調査 中学校調査 

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

48.7％ 40.4％ 23.5％ 27.8％ 6.2％ 21.7％ 9.6％ 33.7％ 
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○教科に関する調査の結果（小学校） 
（１）国語 

○調査問題の趣旨・内容 
 
国語Ａ－ 基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題。 

（例）■ ことわざの意味を理解する。 

■ 資料を読み，分かったことを的確に書く。 

■ 広告を読み，編集の特徴を捉える。 

■ スピーチの表現の工夫を捉える。 

国語Ｂ－ 基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題。 
（例）■ 話し手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして助言をする。 

■ 目的や意図に応じ，内容を関係付けるなどしながら，リーフレットを編集する。 

■ ２人の推薦文を比べて読み，推薦している対象や理由を捉えるとともに，本や文章 

の読み方の違いを明確にする。 

 

 ○課題等 
 
 
 

◆ 下の学年で習得しておくべき基礎的・基本的な知識・技能の定着状況に不十分なものがあり， 
指導の充実が求められる。 
・ 漢字を書くこと〔Ａ１二〕 
・ 文が句点によって区切られることの理解〔Ａ３一〕 

◆ 過去の調査との関連を見ると，複数の内容を含む文や文章を分析的に捉えたり関連付けたり 
しながら，自分の考えを書くことについて，依然として課題がある。 
・ 複数の内容を含む文について，主語と述語との関係や接続語の役割を押さえながら文を分 

析的に捉えること〔Ａ３二(1)〕 
・  目的や意図に応じ，複数の内容を関係付けながら自分の考えを書くこと〔Ｂ２三〕 

 
 

◆(A) スピーチの表現を工夫することに課題がある。〔Ａ７ 〕 
◆(B) 話し手の意図を捉えながら聞き，適切に助言をすることに課題がある。〔Ｂ１二〕 

 
 

◆(A) 目的に応じて資料を読み，全体から分かることを書くことに依然として課題があり，指導 
の充実が求められる。〔Ａ４ 〕 

◆(B) 目的や意図に応じ，必要な内容を適切に引用したり複数の内容を関係付けたりしながら， 
自分の考えを書くことについて，依然として課題があり，指導の充実が求められる。 
〔Ｂ２二・三〕 

 
 
   ◆(A) 俳句の情景を捉えることに課題がある。〔Ａ６ 〕  
   ◆(B) 推薦文を比べて読み，推薦している対象や理由，それぞれの本や文章の読み方の違いを捉 

えることに課題がある。〔Ｂ３一・二〕 
 
 
   ◇(A) 今回出題した漢字の読みについては，相当数の児童ができているものがある。〔Ａ１一〕 

◆(A) 今回出題した漢字の書きの定着状況に課題があるものがあり，指導の充実が求められる。 
〔Ａ１二〕 

   ◇(A) 今回出題したことわざの意味理解については，相当数の児童ができているものがある。 
〔Ａ２ 〕 

 
◇･･･相当数の児童ができている点 ◆･･･課題のある点    (  )内の記号は，A･･･国語Ａ，B･･･国語Ｂ  

〔 〕内の記号は，問題番号 

読むこと 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

全体的な状況 

話すこと・聞くこと

書くこと 
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○指導改善のポイント 
 

 

   

○ 相手の立場や状況を踏まえ，適切かつ効果的に助言をする指導の充実 

・ 助言をする際は，相手の立場や状況を十分に感じ取ろうとする共感的な態度で相 

手が話す内容を理解するとともに，自分の考えを明確にしながら言葉遣いに注意す 

ることが重要である。また，具体的な意見や提案を一方的に伝えるのではなく，相 

手が自ら課題を解決できるような助言となるように指導することも大切である。 

 
 

 

  ○ 意見を述べた文章や活動を報告する文章などを目的に応じて編集する指導の充実 

・ 自分の課題について調べ，意見を述べた文章や活動を報告する文章などを各自で 

編集したり，あるいはグループで共同して調べ，分担して持ち寄って内容を編集し 

たりすることが重要である。そのためには，目的や意図を明確にし，どのような観 

点で取材し，どのような構成や文体にして書くのかを具体的に指導することが必要 

である。その際，目的や意図に応じた編集として章立てや節などを工夫するととも 

に，題名や前書き，目次，後書き，奥付などを付け，実際の本や新聞，雑誌，パン 

フレットなどの編集に合わせるようにすることが大切である。 

 

  

 

○ 自他の読み方を交流し，効果的な読み方を工夫する指導の充実 

・ 本や文章を読んで，感想や紹介，推薦の文章を書くためには，本や文章の選択の 

仕方や読み方を工夫することが重要である。例えば，本や文章の選択の仕方として 

は，一編の話に限定するのか，数編の文章が所収された本を対象にするのかという 

違いに着目することができるように指導することが大切である。また，同じ作者や 

テーマに即して本や文章を取り上げるのか，あるいは，違う作者やテーマを取り上 

げるのかなどに着目する必要もある。さらに，読み方としては，登場人物や作品の 

構造，表現・叙述，視点などの観点に基づき，それらを関係付けて読むとともに， 

自他の読み方の工夫などについて交流することが大切である。 

これらを考慮し，各自の読み方の自覚化を図るとともに，多様な選書の仕方や効 

果的な読み方を工夫することができるように指導することが重要である。 

 

 

 

  ○ 文の定義を理解し，構成に注意する指導の充実 

・ 文の定義や文及び文章の構成については，学年の段階に応じた指導が重要である。 

第１・２学年においては，「文の中における主語と述語との関係に注意すること」， 

第３・４学年においては，「指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす 

役割を理解し，使うこと」，第５・６学年においては，「文や文章にはいろいろな 

構成があることについて理解すること」をそれぞれ重点的に指導することが大切で 

ある。特に第５・６学年では，文の構造として単文，重文，複文などがあることを 

理解できるようにすることが大切である。そのためには，１つの内容を１つの文に 

簡潔に書いたり，２つ以上の内容を，必要に応じて１つの文にまとめて書いたりす 

る指導が考えられる。また，その反対に，２つ以上の内容が含まれた１文を内容ご 

とに複数の文に分けて書いたり，箇条書きにしたりするなど，言語を操作する指導 

も大切である。 

書くこと 

読むこと 

話すこと・聞くこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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【小学校国語Ａ】 

 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,121,137 人 11.3問/18問 62.9％ 12.0 問 3.7 13 問 

 

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)     分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象設問数 

（問） 

平均正答率

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと １ 43.5 

書くこと ４ 53.2 

読むこと ３ 60.3 

伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項 
１５ 62.8 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度 １ 45.1 

話す・聞く能力 １ 43.5 

書く能力 ４ 53.2 

読む能力 ３ 60.3 

言語についての知識・理解・技能 １５ 62.8 

問題形式

選択式 ７ 66.5 

短答式 １０ 62.1 

記述式 １ 45.1 
 

 

【小学校国語Ｂ】 

 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,120,968 人  5.0問/10問 49.6％ 5.0 問 2.6 6 問 

 

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)     分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象設問数 

（問） 

平均正答率

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと ３ 65.0 

書くこと ４ 43.9 

読むこと ４ 48.1 

伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項 
１ 64.0 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度 ２ 42.6 

話す・聞く能力 ３ 65.0 

書く能力 ４ 43.9 

読む能力 ４ 48.1 

言語についての知識・理解・技能 １ 64.0 

問題形式

選択式 ３ 59.9 

短答式 ５ 46.1 

記述式 ２ 42.6 
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【小学校国語Ａ】設問別集計結果 

 

 

 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一（１）
56

(1)ウ

(ア)
○ ○ 98.9 0.5

１一（２）
56

(1)ウ

(ア)
○ ○ 79.4 2.2

１一（３）
56

(1)ウ

(ア)
○ ○ 65.0 3.1

１二（１）
56

(1)ウ

(ア)
○ ○ 72.6 5.5

１二（２）
56

(1)ウ

(ア)
○ ○ 47.1 10.9

１二（３）
56

(1)ウ

(ア)
○ ○ 53.7 27.2

２一
34

(1)ア

(イ)
○ ○ 71.3 1.2

２二
34

(1)ア

(イ)
○ ○ 86.2 1.1

３一
12

(1)イ

(カ)
○ ○ 36.9 20.1

３二（１）
56

ウ

34

(1)イ

(ク)
○ ○ ○ 23.6 10.2

３二（２）
34

(1)イ

(ク)
○ ○ 83.4 3.4

４ア
56

エ ○ ○ 72.6 11.8

４イ
56

エ ○ ○ 71.5 18.0

４ウ
56

エ
○ ○ ○ 45.1 20.2

５ア
56

ウ

56

(1)イ

(キ)
○ ○ ○ 61.3 9.2

５イ
56

ウ

56

(1)イ

(キ)
○ ○ ○ 71.9 10.2

６アイ
56

エ

34

(1)ア

(ア)
○ ○ ○ 47.7 14.3

７
56

イ

56

(1)イ

(ケ)
○ ○ ○ 43.5 21.8

焚火とその周りの景色との関係を表したもの
として適切なものを選択する

接続語を使って１文を２文に分けて書く

「だから」と同じような働きをする接続語と
して適切なものを選択する

接続語「だから」のもつ働きを理
解する

「言葉の使い方」に関する資料を読み取り，
年代ごとの割合から分かることを書く

目的に応じて資料を読み，分かっ
たことを的確に書く

マナーに関する広告を読み，編集の仕方の特
徴をまとめたものとして適切なものを選択す
る

広告を読み，編集の特徴を捉える

設問番号 設問の概要

漢字を書く
（委員会をもうける）

漢字を読む
（子孫のためにゴミをへらす）

漢字を読む
（めずらしい植物を採集する）

漢字を書く
（魚をやく）

漢字を書く
（バスがていしゃした）

漢字を読む
（乗り物の券を買う）

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく書く

無
解
答
率

(

％

)

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
正
答
率

(

％

)

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読む

出題の趣旨

ことわざの意味として適切なものを選択する
（石の上にも三年）

ことわざの意味として適切なものを選択する
（急がば回れ）

スピーチの表現を工夫する

俳句の情景を捉える

ことわざの意味を理解する

文の定義を理解する

文と文の意味のつながりを考えな
がら，接続語を使って内容を分け
て書く

文のはじめの５文字を丸で囲む

「言葉の使い方」に関する資料を読み取り，
全体から分かることを書く

選手宣誓文の表現の工夫とその効果を説明し
たものとして適切なものを選択する

6



【小学校国語Ｂ】設問別集計結果 

 

 

 

 

 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一
56

イ
○ ○ 78.9 1.2

１二
56

イ

エ
○ ○ 48.8 1.2

１三
56

イ

エ

56

ウ
○ ○ ○ ○ 67.3 9.6

２一

56

ウ

オ

カ

34

(1)イ

(ク)
○ ○ ○ 64.0 4.3

２二

56

エ

オ

カ

○ ○ 26.5 13.2

２三

56

エ

オ

カ

○ ○ ○ 17.9 20.3

３一ア
56

エ

カ
○ ○ 50.0 15.6

３一イ
56

エ

カ
○ ○ 45.4 28.7

３一ウ
56

エ

カ
○ ○ 44.8 30.4

３二
56

イ

カ
○ ○ 52.1 10.5

【本間さんが書いたすいせん文】において推
薦している理由を書く

２人の推薦文を比べて読み，それぞれの読み
方として適切なものを選択する

話し手の意図を捉えながら聞き，
適切に助言をする

出題の趣旨

助言の際に６年生がとった対応の説明として
適切なものを選択する

６年生の助言の仕方の説明として適切なもの
をそれぞれ選択する

相手の立場や状況を感じ取って聞
く

２人の推薦文を比べて読み，読み
方の違いを捉える

２人の推薦文を比べて読み，推薦
している対象や理由を捉える

複数の内容を関係付けた上で，自分の考えを
具体的に書く

【本間さんが書いたすいせん文】において推
薦している対象を書く

目的や意図に応じ，複数の内容を
関係付けながら自分の考えを具体
的に書く

無
解
答
率

(

％

)

問題形式
正
答
率

(

％

)

学習指導要領の領域等 評価の観点

設問番号 設問の概要

目的や意図に応じ，必要な内容を
適切に書き加える

【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が具
体的に書かれている内容を引用して書く

【花田さんが書いたすいせん文】において推
薦している理由を書く

目的や意図に応じ，必要な内容を
適切に引用して書く

「打ち上げ花火の歴史」という見出しに合わ
せて必要な内容を書き加える

川本さんの助言についての説明を書く
話し手の意図を捉えながら聞き，
効果的に助言をする
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○調査問題の例 小学校国語 
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（２）算数 

○調査問題の趣旨・内容 

 算数Ａ  基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 
（例） ■ 整数，小数，分数の四則計算をする。 

■ 単位量当たりの大きさを求める式と商の意味として正しいものを選ぶ。 

■ 合同な三角形をかくことができる条件を選ぶ。 

■ 基準量と割合を基に，比較量の大きさとして適切なものを選ぶ。 

 
 算数Ｂ  基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題 

（例） ■ 示された情報を基に条件に合うものを選択し，その理由を記述する。 

■ 表の数値を基に，二つの数量の関係が比例していない事実を記述する。 

■ 単位量当たりの大きさに着目して筋道を立てて考え，数量の関係を記述する。 

■ 基準量と割合の変化から比較量の大小を判断し，その理由を記述する。 

○課題等 

 
  
◆ 図や表を観察して，問題の解決に必要な情報を選択することに課題がある。 

・ 円柱の側面の辺の長さを求めるために，必要な情報を見取図から読み取ること。〔Ａ７(2)〕 

・ 複数の条件全てに当てはまる乗り物を判断すること。〔Ｂ１(1)〕 

◆ 場面の状況や操作の意味に基づいて，式を的確に読むことについて課題があり，全学年を通じて指導の

充実が求められる。 

 ・ 単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解すること。〔Ａ４〕 

・ 示された平均を求める式から，その計算の結果が何を求めているのかについて理解すること。〔Ｂ２(1)〕

 

 
◆(A) 四捨五入で数を適切に処理する方法についての理解に課題がある。〔Ａ２〕 

◆(B) 示された三つの処理の仕方から，最も合理的な処理の仕方を選択し，その理由を記述することに課

題がある。〔Ｂ１(2)〕 

 

 
◇(A) 測定の目的に応じて，計器を選択することについては相当数の児童ができている。〔Ａ５(1)〕 

◆(A) 単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解することに課題がある。〔Ａ４〕 

◆(B) 示された分割の仕方を解釈し，面積が等しくなることを言葉と数を用いて記述することに課題がある。〔Ｂ３(2)〕

 

 
◆(A) 合同な図形をかくために必要な条件を理解することに課題がある。〔Ａ６〕 

◇(B) ものの位置の表し方を理解し，特定することについては，相当数の児童ができている。〔Ｂ４(2)〕

 

 
◇(A) 棒グラフの目盛りの数値に着目して，最大値を読み取ることは，相当数の児童ができている。〔Ａ９〕

◆(B) 二つの数量の関係が比例の関係でないことを記述することに課題があり，特に，根拠となる数値を

示して記述することに指導の充実が求められる。〔Ｂ２(3)〕 

◆(B) 割合が同じで基準量が増えているときの比較量の大小を判断し，その理由を記述することについて

依然として課題があるが，改善の傾向がみられる。〔Ｂ５(2)〕 
◇･･･相当数の児童ができている点 ◆･･･課題のある点    (  )内の記号は，A･･･算数Ａ，B･･･算数Ｂ 

〔 〕内の記号は，問題番号 

全体的な状況 

数と計算 

量と測定 

図形 

数量関係 
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  ○指導改善のポイント 
 

 

○ 数直線等を活用して，指定された概数になる数の範囲を捉える活動の充実 
・ 概数による処理を適切に行うためには，四捨五入して指定された概数になる数の範囲を捉

えるようにすることが大切である。また，概数を用いるときは，その目的を明確にしながら

用い方を理解できるようにすることが大切である。 
○ 筋道を立てて考えた過程について振り返る活動の充実 
・ 問題を解決するときには，筋道を立てて考え，考えを説明したり記述したりする活動とと

もに，解決した過程を振り返り，考えの説明や記述を見直すことで，よりよい表現へと高め

ることが大切である。 

 

 
○ 単位量当たりの大きさを求める場面や意味を理解する指導の重視 
・ 単位量当たりの大きさで比較することは，単位となる大きさを１にそろえて比較していること

であると理解することが重要である。特に，二つの数量のどちらを単位とするかによって，数値

の比較の仕方が異なることを理解し，目的に応じて適切に処理できるようにすることが大切である。

○ 言葉や数，式，図，表，グラフなどの表現を関連付けて考える活動の充実 

・ 問題を解決するときには，言葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて自分の考えを分かりや

すく説明したり，互いに自分の考えを表現し，伝え合ったりする活動を充実することが大切であ

る。その際，図や言葉などの表現を関連付け，問題を解決する過程における操作や説明の意味を

明らかにすることで，数量や図形の意味を実感的に理解できるようにすることが大切である。 

 

 

○ 合同な図形をかいたり，作ったりする算数的活動を基にした指導の重視 
・ 作業的，体験的な算数的活動を基に，合同な三角形をかいたり，作ったりする条件を実感

的に理解することが大切である。また，合同についての理解を深めるために，合同な図形を

かいたり，作ったりできない場面についても取り上げ，図形が一つに決まる意味を明確にす

ることが大切である。 
○ 見取図や展開図の見方が確実にできるようにする指導の重視 
・ 見取図や展開図から具体的な立体図形を想像したり，具体的な立体図形を基に見取図や展

開図に表したりすることが大切である。また，見取図や展開図の表現に慣れ親しみ，かいた

り読んだりする指導を重視し，立体図形についての理解を深めることが大切である。 

 

 
○ 式や計算の結果の意味を確実に理解できるようにする指導の重視 
・ 式の指導においては，具体的な場面に対応させながら，事柄や関係を式に表したり，場面から式

や計算の結果の意味を読み取り，言葉や図を用いて表したりできるようにすることが重要である。

○ 表の数値を根拠として，二つの数量の関係が比例しているかどうかを説明する指導の重視 
・ 二つの数量の対応や変化の特徴を明らかにするためには，二つの数量の関係を表にまとめたり，

表から規則性を読み取ったりすることが大切である。特に，見いだした二つの数量の関係が比例

しているかどうかについて，表の数値を根拠として説明することが大切である。 
○ 割合の考えを用いて論理的に説明する指導の重視 
・ 割合に関する問題解決の場面で（基準量)×(割合)＝(比較量）の関係を根拠にして，式や

言葉で理由を説明できるようにすることが大切である。 
 

数と計算 

量と測定 

図形 

数量関係 
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【小学校算数Ａ】 

 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,121,164 人 14.7問/19問 77.3％ 16.0 問 3.5 17 問 

 

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)     分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象設問数 

（問） 

平均正答率

（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と計算 ８ 80.3 

量と測定 ４ 68.4 

図形 ３ 72.7 

数量関係 ４ 83.5 

評価の 

観点 

算数への関心・意欲・態度 ０  

数学的な考え方 ０  

数量や図形についての技能 ８ 86.3 

数量や図形についての知識・理解 １１ 70.7 

問題形式

選択式 ８ 68.4 

短答式 １１ 83.8 

記述式 ０  
 

 

【小学校算数Ｂ】 

 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,121,003 人 7.6 問/13 問 58.6％ 8.0 問 3.2 9 問 

 

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:児童の割合)     分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象設問数 

（問） 

平均正答率

（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と計算 ３ 48.5 

量と測定 ７ 56.2 

図形 ３ 79.4 

数量関係 ７ 55.1 

評価の 

観点 

算数への関心・意欲・態度 ０  

数学的な考え方 ８ 47.0 

数量や図形についての技能 １ 76.2 

数量や図形についての知識・理解 ４ 77.3 

問題形式

選択式 ４ 74.0 

短答式 ４ 62.0 

記述式 ５ 43.5 
 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（１）
3A

(2)イ
○ ○ 88.3 0.2

１（２）
4A

(5)イ
○ ○ 71.5 0.3

１（３）
5A

(3)イ
○ ○ 83.8 0.4

１（４）
4A

(5)ウ
○ ○ 88.4 1.4

１（５）
4D

(2)ア
○ ○ 94.4 0.8

１（６）
4A

(6)イ
○ ○ 88.9 2.0

１（７）
5A

(4)カ
○ ○ 89.6 1.7

２
4A

(2)イ
○ ○ 60.4 1.9

３
4A

(3)ウ
○ ○ 71.8 1.8

４
5B

(4)ア
○ ○ 50.2 0.8

５（１）
3B

(2)
○ ○ 97.4 0.4

５（２）
4B

(1)

アイ
○ ○ 52.5 1.1

５（３）
5B

(1)ア
○ ○ 73.5 2.1

６
5C

(1)イ
○ ○ 60.9 1.0

７（１）
5C

(2)ア
○ ○ 90.6 2.1

７（２）

5C

(1)エ

5C

(2)ア

○ ○ 66.5 5.7

８（１）
5D

(3)
○ ○ 76.9 2.2

８（２）
5D

(3)
○ ○ 77.1 2.8

９
3D

(3)ア
○ ○ 85.8 2.8

展開図に示された側面の長方形の横の辺の長
さを求める式と答えを書く

円柱について，底面の円周の長さ
と展開図の側面の辺の長さとが対
応していることを理解している

２００ｃｍの５０％に当たる長さを選ぶ
割合が５０％のとき，基準量と比
較量の大きさの関係を理解してい
る

５００ｇの１２０％に当たる重さについて，
適切なものを選ぶ

割合が１００％を超えるとき，基
準量と比較量の大きさの関係を理
解している

上底３ｃｍ，下底８ｃｍ，高さ４ｃｍ，斜辺
５ｃｍの台形の面積を求める式と答えを書く

台形の面積の求め方を理解してい
る

三角形ＡＢＣと合同な三角形をかくことがで
きる条件を選ぶ

三角形ＡＢＣと合同な三角形をか
くために必要な条件を理解してい
る

展開図に示された側面の長方形の縦の辺の長
さを書く

円柱について，見取図の高さと展
開図の側面の辺の長さとが対応し
ていることを理解している

単位量当たりの大きさを求める除
法の式の意味を理解している

木のまわりの長さを測定する際に用いる計器
を適切に選ぶ

曲線部分の長さを測定する際に用
いる適切な計器を理解している

１ａ（１アール）と等しい面積になる正方形
の一辺の長さを選ぶ

１ａ（１アール）の面積と等しい
正方形の一辺の長さを理解してい
る

ＡとＢの２つのシートの混み具合を比べる式
の意味について，正しいものを選ぶ

設問番号 設問の概要

無
解
答
率

(

％

)

２と５／７＋１と１／７　を計算する

９．３×０．８　を計算する

６÷５　を計算する

１６－（６＋３）を計算する

２４３－６５　を計算する

０．７５＋０．９　を計算する

小数の乗法の計算をすることがで
きる

商が小数になる除法の計算をする
ことができる

正
答
率

(

％

)

問題形式学習指導要領の領域 評価の観点

同分母の分数の加法の計算をする
ことができる

乗数が整数である場合の分数の乗
法の計算をすることができる

出題の趣旨

繰り下がりのある減法の計算をす
ることができる

小数の加法の計算をすることがで
きる

最小目盛りが２に当たる棒グラフから，借り
た本の冊数が一番多い曜日とその曜日に借り
た冊数を書く

棒の長さと最小目盛りに着目し
て，数値が最も大きい項目とその
数値を読み取ることができる

（　）を用いた整数の計算をする
ことができる

２／９×４　を計算する

一万の位までの概数にしたときに，
２００００になる数を選ぶ

除数と商と余りから被除数を求める式を選ぶ
余りのある除法の場面において，
被除数を求める式について理解し
ている

示された位までの概数にする際，
一つ下の位の数を四捨五入して処
理する方法について理解している
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数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（１）
1A

(2)イ

4D

(4)ア
○ ○ 51.2 3.0

１（２）

3A

(2)イ

3A

(3)イ

○ ○ 51.0 0.9

２（１）
5B

(3)ア

4D

(2)ア
○ ○ 51.9 3.3

２（２）
5B

(3)ア

4D

(2)ア
○ ○ 75.8 1.3

２（３）

2B

(1)ア

3B

(3)ア

5D

(1)ア
○ ○ 35.4 18.8

３（１）

4B

(1)イ

5B

(1)ア

2C

(1)イ

5C

(1)イ

○ ○ 87.4 0.8

３（２）
5B

(1)ア
○ ○ 42.8 15.5

３（３）
5B

(1)ア

4C

(1)イ
○ ○ 56.5 3.6

４（１）

4A

(2)ア

4A

(3)イ

5B

(4)ア
○ ○ 43.4 11.3

４（２）
4C

(3)
○ ○ 94.2 2.6

４（３）
4D

(2)

アイ
○ ○ 50.9 7.3

５（１）

3D

(3)ア

4D

(4)イ

○ ○ 76.2 5.1

５（２）

5D

(3)

5D

(4)

○ ○ 44.7 7.8

長方形と台形の分割の仕方を比べ
て，台形の場合は４等分にならな
いわけを選択することができる

問題形式

示された情報から二つの要素の意
味を解釈し，ものの位置を特定す
ることができる

示された式を基に北チームの勝ち点の合計を
求める式を書き，勝ち点の合計と順位を書く

示された式に数値を当てはめて計
算し，計算の結果の大小を基に判
断することができる

５列１０番の座席の位置を基に，２列４番の
座席の位置を表す

示された分け方が元の長方形を４等分してい
ることの説明として，二つの三角形の面積が
等しいことを書く

４等分になるための条件の中で，台形では当
てはまらないわけを選ぶ

ワールドカップ後の１試合当たりの観客数が
ワールドカップ前の１試合当たりの観客数の
約何倍になるのかを求める方法と答えを書く

単位量当たりの大きさなどに着目
して，二つの数量の関係の求め方
を記述できる

帯グラフに示された割合と基準量の変化を読
み取り，インターネットの貸出冊数の増減を
判断し，そのわけを書く

割合が同じで基準量が増えている
ときの比較量の大小を判断し，そ
の判断の理由を記述できる

棒グラフと折れ線グラフの両方が示されたグ
ラフの説明に対して，その説明がグラフのど
の期間を示しているのか，正しいものを選ぶ

棒グラフと折れ線グラフの両方が
示されたグラフから，必要な情報
を読み取ることができる

設問の概要

飛び離れた数値を除いた場合の平
均を求める式を選択することがで
きる

設問番号

学習指導要領の領域
無
解
答
率

(

％

)

三人の児童の説明に対応する，長方形を４等
分した図をそれぞれ選ぶ

示された式の値が何を表しているのかを書く

正しく測定できなかった結果を除いて平均を
求めるときの正しい式を選ぶ

示された実験の結果から，ふりこの長さと
１０往復する時間が比例の関係になっていな
いことを表の数値を基に書く

残りの乗り物券の枚数と乗る予定の乗り物を
基に，二人がまだ乗る予定になく一緒に乗る
ことができる乗り物を書く

三つの乗り物券の買い方を比較して，どの買
い方が一番安いかを選択し，そのわけを書く

示された平均を求める式から，そ
の計算の結果が何を求めているの
かについて理解している

評価の観点
正
答
率

(

％

)

表から数値を適切に取り出して，
二つの数量の関係が比例の関係で
はないことを記述できる

図に示された分割の仕方とその説
明とを対応させることができる

示された分け方で二つの三角形の
面積が等しくなることを記述でき
る

情報を整理し，筋道を立てて考
え，三つの条件全てに当てはまる
乗り物を判断することができる

三つの買い方の中から最も安くな
る買い方を選択し，その選択が正
しい理由を記述できる

出題の趣旨

13

t-ajima
タイプライターテキスト
【小学校算数Ｂ】設問別集計結果



 
○調査問題の例 小学校算数 
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○教科に関する調査の結果（中学校） 

（１）国語 

○調査問題の趣旨・内容 

  国語Ａ  基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 

（例） ■ 話合いの方向を捉えた司会の発言として適切なものを選択する。 

■ 出された意見を整理して，決定の理由を適切に書く。 

■ 前日までに申込みをしなくても中学生が参加できる講座番号を選択する。 

■ 「かすみ」や「雲」のように見えたものを本文中から抜き出す。 

国語Ｂ  基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題 

（例） ■ 「かるた」について分かったことを基に，さらに調べたいことと調べる方法を具体的に書く。 

■ 文章を読んで感じたことや考えたことを具体的に書く。 

■ 間違えやすい漢字を学習する際の注意点やコツを，漢字の特徴を取り上げて説明する。 

 ○課題等 

 

あ ◆ 具体的な言語活動の中で，基礎的・基本的な知識・技能を適切に使うことに課題がある。 

・ 話合いの方向性を捉えて話すこと〔Ａ１二〕 

    ・ 文章の構成や表現の特徴について自分の考えをもつこと〔Ｂ３一〕 など 

◆ 解答した内容を客観的に見直してよりよくすることに課題がある。 

・ 伝えたい事柄を明確にして書くこと〔Ａ３二〕 

・ 根拠を明確にして自分の考えを書くこと〔Ｂ２三，Ｂ３三〕 など 
  

 

◇◆(A) 話合いの方向を捉えて司会の役割を果たすことについて，司会の役割を理解すること 

は相当数の生徒ができているが，個々の発言の内容を整理しながら話合いの方向を捉え 

て話すことに課題がある。〔Ａ１一，二〕 

 
 
  ◆(A) 書いた文章を読み返し，目的に応じた表現に直すことに課題がある。〔Ａ３一〕 

  ◆(A) 文の接続に注意し，伝えたい事柄を明確にして書くことに課題があり，指導の充実が求 

められる。〔Ａ３二〕 

  ◆(B) 根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くことに，依然として課題がある。 
〔Ｂ２三，Ｂ３三〕 

 

  ◇(A) 描写の効果を考え，内容を理解することは，相当数の生徒ができている。〔Ａ２二〕 

  ◇(A) 文脈の中における語句の意味を理解することは，相当数の生徒ができている。〔Ａ５一〕 

  ◆(B) 図と文章との関係を捉えることに課題がある。〔Ｂ１二〕 

◆(B) 課題を決め，それに応じた情報の収集方法を考えることに課題がある。〔Ｂ１三〕 

◆(B) 文章の構成や表現の特徴について自分の考えをもつことに，依然として課題がある。 
〔Ｂ３一〕  

 

  ◇(A) 漢字の楷書と行書との違いを理解して楷書を書くことは，相当数の生徒ができている。 
〔Ａ８四〕 

  ◆(A) 比喩を用いた表現について理解することに課題がある。〔Ａ８七１〕 

  ◆(A) 文脈に即して漢字を正しく書くこと，語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことに 

ついては，一部に課題がある。〔Ａ８一２，３，三ア,イ〕 
 

◇･･･相当数の生徒ができている点 ◆･･･課題のある点    ( )内の記号は，A･･･国語Ａ，B･･･国語Ｂ  

    〔 〕内の記号は，問題番号 

話すこと・聞くこと 

書くこと 

読むこと 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

全体的な状況 
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○指導改善のポイント 

 

○ 司会の役割を理解し，状況に応じてその役割を果たす指導の工夫 

・ 話合いの方向を捉えて司会の役割を果たす力を身に付けるために，具体的な場面を設定して

司会の果たす役割を確認するとともに，参加者へどのように声を掛けるのが適切かを具体的に

考えるように指導することが大切である。その際，話合いの状況によって司会の声の掛け方が

複数ある場合があることを確認することが重要である。 

       

 

  ○ 目的に応じて，情報の取り上げ方や書き方を工夫して書く指導の工夫 

・ 情報を整理して分かりやすく書く力を身に付けるために，目的や相手に応じて，取り上げる

情報，それを示す順番などの観点で書いた文章を読み直し，よりよい文章にするように指導す

ることが重要である。 

  ○ 根拠を明確にして，自分の考えを具体的に書く指導の工夫 

・ 自分の考えを具体的に書く力を身に付けるために，本や文章のどの部分に特に興味や関心を

もったのかを明確に示した上で，なぜそこに着目したのか，その内容について自分はどのよう

に考えるのかなどを丁寧に書くように指導することが大切である。その際，例えば，引用した

箇所と自分の考えとの関連，根拠として取り上げた内容の妥当性，自分の考えの広がりや深ま

りの有無など，書いた文章を複数の観点から見直すことが重要である。 
 
 

 

  ○ 調べる手段の特徴を理解し，見通しをもって情報を集める指導の工夫 

・ 目的に応じて情報を収集し，課題を解決する力を身に付けるために，具体的な言語活動を設

定し，明確な目的をもって本や文章を読み，自分の課題の解決に適した手段を選ぶように指導

する必要がある。そのためには，情報を収集する手段の特徴を確認するとともに，複数の手段

を用いて情報を収集し，自分が設定した課題に応じて収集した情報を整理する学習などを設定

することが大切である。 

○ 目的に応じて，文章の特徴を捉える指導の工夫 

・ 目的に応じて必要な情報を収集する力を身に付けるために，実生活における様々な文章を取

り上げ，文章の構成や展開，表現の特徴などに注意して読むように指導する必要がある。 
 
 

 

  ○ 表現の技法について理解したことを各領域等の指導に生かす工夫 

・ 小学校での学習を踏まえ，文章中の具体的な表現と結び付けながら，比喩や反復などの表現

の技法について理解し，その名称とともに整理するように指導することが大切である。 

○ 言葉への関心を高め，言語感覚を豊かにする指導の工夫 

・ 言葉への関心を高め，言語感覚を豊かにするために，辞書等を使って，なじみの薄い語句や

使用頻度の低いと思われる漢字などを積極的に調べる機会を意図的に設ける必要がある。その

上で，調べたことを「話すこと・聞くこと」や「書くこと」などの学習に生かしていくように

指導することが大切である。 

話すこと・聞くこと 

書くこと 

読むこと 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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【中学校国語Ａ】 
 

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,070,187 人 24.6問/32問 76.8％ 26.0 問 5.6 29 問 

 

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合)     分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象設問数 

（問） 

平均正答率

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと ４ 78.0 

書くこと ４ 65.1 

読むこと ６ 80.5 

伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項 
１８ 78.0 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度 ０  

話す・聞く能力 ４ 78.0 

書く能力 ４ 65.1 

読む能力 ６ 80.5 

言語についての知識・理解・技能 １８ 78.0 

問題形式

選択式 ２１ 77.7 

短答式 １１ 75.2 

記述式 ０  
 

 
【中学校国語Ｂ】 
 

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,070,437 人 6.1 問/9 問 68.0％ 7.0 問 2.3 8 問 

 

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合)     分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象設問数 

（問） 

平均正答率

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと ０  

書くこと ３ 63.2 

読むこと ８ 68.3 

伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項 １ 65.1 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度 ３ 63.2 

話す・聞く能力 ０  

書く能力 ３ 63.2 

読む能力 ８ 68.3 

言語についての知識・理解・技能 １ 65.1 

問題形式

選択式 ５ 68.8 

短答式 １ 78.0 

記述式 ３ 63.2 
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【中学校国語Ａ】設問別集計結果 

 

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一
１
オ

○ ○ 90.7 0.2

１二
１
オ

○ ○ 55.2 0.2

２一
１
ウ

○ ○ 76.5 0.3

２二
２
イ

○ ○ 87.0 0.5

３一
２
エ

○ ○ 58.7 0.8

３二
２
ウ

○ ○ 49.6 5.8

４一
１
エ

○ ○ 85.2 0.3

４二
１
カ

○ ○ 70.6 0.3

５一
１
ア

○ ○ 87.1 0.4

５二
１
イ

○ ○ 76.2 0.4

６一
２
ア

○ ○ 84.9 0.7

６二
２
イ

○ ○ 81.2 0.8

７一
２
エ

○ ○ 74.1 4.2

７二
１
イ

○ ○ 78.0 1.1

８一１
２(1)
ウ(ｲ)

○ ○ 87.7 2.9

８一２
２(1)
ウ(ｲ)

○ ○ 60.2 11.5

８一３
２(1)
ウ(ｲ)

○ ○ 67.4 14.8

８二１
２(1)
ウ(ｱ)

○ ○ 93.4 2.6

８二２
２(1)
ウ(ｱ)

○ ○ 71.4 4.7

８二３
２(1)
ウ(ｱ)

○ ○ 89.7 2.6

８三ア
２(1)
イ(ｲ)

○ ○ 47.4 1.7

８三イ
１(1)
イ(ｳ)

○ ○ 63.0 0.8

８三ウ
２(1)
イ(ｲ)

○ ○ 96.4 0.7

８三エ
１(1)
イ(ｳ)

○ ○ 85.1 0.9

８三オ
１(1)
イ(ｳ)

○ ○ 81.8 0.9

８三カ
１(1)
イ(ｳ)

○ ○ 90.5 1.1

８四
１(2)
イ

○ ○ 96.5 1.4

８五１
２(1)
イ(ｱ)

○ ○ 70.4 1.0

８五２
２(1)
イ(ｱ)

○ ○ 91.5 1.0

８六
２(1)
イ(ｳ)

○ ○ 74.0 1.4

８七１
１(1)
イ(ｵ)

○ ○ 53.2 3.6

８七２
１(1)
ア(ｱ)

○ ○ 83.8 5.3

設問番号 出題の趣旨

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

話合いでの司会の発言の役割について説明し
たものとして適切なものを選択する

話合いの方向を捉えた司会の発言として適切
なものを選択する

話合いの方向を捉えて司会の役割
を果たす

設問の概要

「おかしいようでもあり，又それがおもしろ
くもおもえる」と筆者が述べたものとして適
切なものを選択する

描写に注意して読み，内容を理解
する

「あの枯れ枝の梢
こずえ

を……うれしげであること

だろう。」と筆者が感じた理由を説明したも

のとして適切なものを選択する

描写の効果を考え，内容を理解す
る

見出しを変更した理由として適切なものを選
択する

書いた文章を読み返し，目的に応
じた表現に直す

出された意見を整理して，決定の理由を適切
に書く

文の接続に注意し，伝えたい事柄
を明確にして書く

「内容」の欄に共通する表現の仕方の説明と
して適切なものを選択する

文章の表現の特徴を捉える

前日までに申込みをしなくても中学生が参加
できる講座番号を選択する

目的に応じて必要な情報を読み取
る

米の断面図に入る言葉として適切なものを選
択する

文脈の中における語句の意味を理
解する

「小麦はそういうわけにはいきません」と述
べている理由として適切なものを選択する

文章の展開に即して内容を捉える

取材の仕方の説明として適切なものを選択す
る

話すための材料を多様な方法で集
める

カードを使って話す際に使用する言葉の組合
せとして適切なものを選択する

論理的な構成や展開を考えて話す

比較の対象が明確に分かるように書く 伝えたい事柄を明確にして書く

内容に応じて第二段落を二つに分ける
段落の役割を考えて文章を構成す
る

漢字を書く（大きなキボウをもつ）

文脈に即して漢字を正しく書く漢字を書く（おやつをキントウに分け合う）

漢字を書く（着物に合わせてオビを選ぶ）

漢字を読む（異論を唱える）

文脈に即して漢字を正しく読む漢字を読む（社会を風刺する）

漢字を読む（山々が連なる）

適切な語句を選択する（今年の夏の暑さには
閉口した）

語句の意味を理解し，文脈の中で
適切に使う

適切な語句を選択する（友達に将来の抱負を
話す）

適切な語句を選択する（あこがれの仕事に就
く）

適切な語句を選択する（直前になって，二の
足を踏む）

適切な語句を選択する（にわかに強い雨が降
り出し，人々はあわてた）

適切な語句を選択する（彼には，いくら言っ
ても「馬の耳に念仏」で効果がない）

行書を楷書で書く
漢字の楷書と行書との違いを理解
して書く

「母がイギリスに帰りました。」という言い
方が正しい理由として適切なものを選択する

敬語の働きについて理解する

適切な敬語を選択する 文脈の中で敬語を適切に使う

「すさまじい」と修飾・被修飾の関係にある
ものを選択する

修飾語と被修飾語の照応について
理解する

「かすみ」や「雲」のように見えたものを本
文中から抜き出す

比喩を用いた表現について理解す
る

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す
（にほふ）

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに
直して読む
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【中学校国語Ｂ】設問別集計結果 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一
１
エ

○ ○ 72.3 0.4

１二
２
イ

○ ○ 63.4 0.3

１三
１
ア

１
カ

○ ○ ○ ○ 58.5 2.7

２一
１
ウ

○ ○ 78.0 2.6

２二
１
エ

○ ○ 76.0 0.5

２三
１
ウ

１
オ

○ ○ ○ ○ 66.2 11.0

３一
１
エ

○ ○ 61.6 0.9

３二
１
カ

○ ○ 70.9 1.1

３三
２
ウ

２(1)
ウ(ｲ)

○ ○ ○ ○ 65.1 5.2
間違えやすい漢字を学習する際の注意点やコ
ツを，漢字の特徴を取り上げて説明する

漢字の特徴を捉えて，自分の考え
を具体的に書く

新聞記事の書き方の特徴を説明したものとし
て適切なものを選択する

文章の構成や表現の特徴を捉える

資料がどのような疑問を解決するための参考
になるのかを説明したものとして適切なもの
を選択する

情報を関連させて読む

表現の効果を説明したものとして適切なもの
を選択する

表現の仕方に注意して読み，その
効果を考える

文章を読んで感じたことや考えたことを具体
的に書く

文章の内容について，根拠を明確
にして自分の考えを書く

「かるた」について分かったことを基に，さ
らに調べたいことと調べる方法を具体的に書
く

課題を決め，それに応じた情報の
収集方法を考える

エヌ氏の生活について説明した言葉を本文中
から抜き出す

文章の展開に即して内容を捉える

段落相互の関係について説明したものとして
適切なものを選択する

段落相互の関係を理解し，文章の
展開を捉える

図が示す内容を説明したものとして適切なも
のを選択する

図と文章との関係を捉える

出題の趣旨設問番号 設問の概要

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)
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○調査問題の例 中学校国語 
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（２）数学 

○調査問題の趣旨・内容 
 

数学Ａ  基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 
（例） ■ 正の数と負の数とその計算，文字式の計算をする。一元一次方程式を解く。 

■ 証明で用いられている図が考察対象の図形の代表であることについて，適切な記述を選ぶ。 
■ 事象から一次関数の式を求める。 
■ 平均値に関して，適切な記述を選ぶ。事象の起こる確率を求める。 

 

数学Ｂ  基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題 
（例） ■ 安静時心拍数が一定であるとするときの目標心拍数の変わり方を選び，その理由を説明する。 

■ 与えられた表やグラフを用いて，水温が８０℃になるまでにかかる時間を求める方法を説明する。 
■ まとめ直したヒストグラムの特徴を基に，学級の生徒が美しいと思う長方形について新たに 
わかることを説明する。 

■ 碁石全部の個数を，３(ｎ－２)＋３という式で求めることができる理由を説明する。 
 

 ○課題等 
 

 
 

◆ 数量の関係を文字式で表すことや多角形の外角の意味を理解することなど，身に付けておかな
ければ後の学習に影響を及ぼす内容の習得に課題がある。 

〔Ａ１(4)，Ａ２(3)，Ａ６(2)，Ａ９，Ａ11(2)など〕 
◆ 数学的に表現したり，数学的に表現された事柄を読み取ったりすることに課題がある。 

〔Ａ２(2)，Ａ７(2)，Ｂ６(2)など〕 
◆ 数量の関係を一次関数とみなして問題を解決する方法や，資料の傾向からわかった事柄などを，
他の事象に適用してもとの事象との関係を捉えることに課題がある。〔Ｂ３(3)，Ｂ５(3)など〕 

 
 
 

◇(A) 具体的な事象における数量の関係を捉え，連立二元一次方程式をつくることについては，
相当数の生徒ができている。〔Ａ３(3)〕 

◆(A) 実生活の場面において，ある基準に対して反対の方向や性質をもつ数量が正の数と負の数
で表されることを理解することに課題がある。〔Ａ１(4)〕 

◆(B) 事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈したりすること
を通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明することに課題があり，指導の充実が求め
られる。〔Ｂ６(2)，(3)〕 

 
 
 

◇(A) 見取図，投影図から空間図形を読み取ることについては，相当数の生徒ができている。〔Ａ５(2)〕 
◆(A) 角の二等分線の作図の根拠となる対称な図形を見いだすことについて，依然として課題が

ある。〔Ａ４(2)〕 
◆(B) 示された方針に基づいて証明することや，与えられた条件を整理したり，着目すべき性質

を見いだしたりするなどして，証明の新たな方針を立てることに課題がある。〔Ｂ４(1)，(2)〕 
 
 
 

◇(A) 与えられた一次関数の式について，の値に対応する の値を求めることについては， 
相当数の生徒ができている。〔Ａ11(1)〕 

◆(A) 関数の意味を理解することに課題があり，指導の充実が求められる。〔Ａ９ 〕 
◆(B) 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明すること や，言葉で表現された事

柄の数学的な意味を的確に捉え，他の事象との関係を考えることに課題がある。〔Ｂ３(2)，(3)〕 
 
 
 

◆(A) 与えられたヒストグラムについて，ある階級の相対度数を求めることに課題があり，指導の充
実が求められる。〔Ａ14(2)〕 

◆(B) 資料の傾向を的確に捉え，事柄の特徴を数学的に説明することに課題があり，指導の充実
が求められる。〔Ｂ５(2)〕   

 

◇･･･相当数の生徒ができている点 ◆･･･課題のある点    (  )内の記号は，A･･･数学Ａ，B･･･数学Ｂ  

〔 〕内の記号は，問題番号 

関数 

資料の活用 

図形 

数と式 

全体的な状況 
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○指導改善のポイント 
 
 

 

○ 正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結び付ける活動の重視 

・ 正の数と負の数の必要性と意味を理解できるようにするために，実生活の様々な場面にお

ける数量やその変化を，正の数と負の数を用いて表す活動を一層重視することが大切である。 

○ 事象と式の対応を的確に捉え，事柄が成り立つ理由を説明する活動の充実 

・ 事象を数学的に表現したり，数学的に表現された結果を事象に即して解釈したりすること

を通して，事柄が成り立つ理由を筋道立てて説明する活動を充実することが大切である。 
・ 事象を多面的に見る活動を充実することが大切である。 

 

 

 

○ 作図の方法を図形の対称性に着目して見直す活動の重視 

・ 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線の作図の方法について，いずれも２つの円がそ

れらの中心を結ぶ直線に対して線対称であるという性質を用いていることを見いだし，作図

の方法を統合的に捉える活動を一層重視することが大切である。 
○ 証明の方針を立て，その方針に基づいて証明する活動の充実 

・ 証明の方針を立てるために，結論を導くためには何がわかればよいかを明らかにしたり，

与えられた条件を整理したり，着目すべき性質や関係を見いだしたりする活動を充実するこ

とが大切である。 
・ 証明の方針に基づいて，事柄を記号で表したり，これらが成り立つ根拠を明らかにしたり

して，仮定から結論を導く推論の過程を的確に表現する活動を充実することが大切である。 
 

 

 

○ 関数の意味を理解し，関数関係を見いだす活動の重視 

・ 様々な事象の中の２つの数量，について，がの関数であるかどうかを見いだすため

に，具体的な数をに当てはめて，が一意に決まるかどうかを確かめる活動を一層重視する

ことが大切である。 
○ 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実 

・ 事象の変化の様子について予測したり，実際のデータの特徴を分析したりする活動を充実

することが大切である。 
・ 様々な問題を解決する際に，問題解決の方法に焦点を当て，「用いるもの」とその「用い方」

について考え，説明する活動を充実することが大切である。 
 

 

 

○ 相対度数の必要性と意味を理解し，資料の傾向を読み取る活動の重視 

・ 相対度数の必要性と意味についての理解を深められるようにするために，ある階級の度数

が総度数に占める割合を求めて，資料の傾向を読み取る活動を一層重視することが大切であ

る。 

○ 読み取った資料の傾向を基に，事柄の特徴を数学的に説明する活動の充実 

・ 目的に応じて資料を分類整理し，資料の傾向を読み取り，整理の仕方を工夫することで資

料の傾向を捉え直したりする活動を充実することが大切である。 
・ 資料の傾向を読み取ってわかった事柄について，前提に当たる部分（主部）と，それによ

って説明される結論に当たる部分（述部）を明確にして表現する活動を充実することが大切

である。 
 
 

図形 

関数 

数と式 

資料の活用 
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【中学校数学Ａ】 

 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,070,833 人 23.1問/36問 64.3％ 25.0 問 8.0 29 問 

 

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合)     分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象設問数 

（問） 

平均正答率

（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と式 １１ 73.4 

図形 １２ 65.2 

関数 ９ 59.3 

資料の活用 ４ 47.4 

評価の 

観点 

数学への関心・意欲・態度 ０  

数学的な見方や考え方 ０  

数学的な技能 １７ 68.6 

数量や図形などについて

の知識・理解 
１９ 60.4 

問題形式

選択式 １８ 62.3 

短答式 １８ 66.2 

記述式 ０  
 

 

【中学校数学Ｂ】 

 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,070,792 人 6.8 問/16 問 42.4％ 6.0 問 4.1 3 問 

 

正答数分布グラフ(横軸:正答数，縦軸:生徒の割合)     分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象設問数 

（問） 

平均正答率

（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と式 ５ 42.8 

図形 ２ 45.3 

関数 ６ 40.9 

資料の活用 ３ 42.9 

評価の 

観点 

数学への関心・意欲・態度 ０  

数学的な見方や考え方 １２ 35.6 

数学的な技能 ２ 54.0 

数量や図形などについて

の知識・理解 
２ 71.4 

問題形式

選択式 ４ 44.0 

短答式 ５ 56.8 

記述式 ７ 31.3 
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【中学校数学Ａ】設問別集計結果 

 

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（１）
小６
(1)イ

○ ○ 83.7 2.2

１（２）
１(1)
ウ

○ ○ 87.9 1.1

１（３）
１(1)
ア

○ ○ 76.2 0.4

１（４）
１(1)
ア,エ

○ ○ 65.6 5.1

２（１）
２(1)
ア

○ ○ 82.1 2.2

２（２）
１(2)
エ

○ ○ 67.9 0.4

２（３）
２(1)
イ

○ ○ 33.7 17.8

２（４）
２(1)
ウ

○ ○ 74.6 0.8

３（１）
１(3)
ウ

○ ○ 74.4 6.1

３（２）
２(2)
ア

○ ○ 78.2 1.2

３（３）
２(2)
ウ

○ ○ 83.1 8.9

４（１）
小６
(1)ア

○ ○ 88.6 1.7

４（２）
１(1)
ア

○ ○ 49.6 1.0

４（３）
１(1)
イ

○ ○ 57.1 3.4

５（１）
１(2)
ア

○ ○ 57.5 1.1

５（２）
１(2)
イ

○ ○ 85.2 0.6

５（３）
１(2)
ウ

○ ○ 47.5 0.8

６（１）
２(1)
ア

○ ○ 79.3 1.0

６（２）
２(1)
イ

○ ○ 55.9 5.8

７（１）
２(2)
ア

○ ○ 79.7 0.7

７（２）
２(2)
イ,ウ

○ ○ 69.3 13.7

７（３）
２(2)
ウ

○ ○ 48.3 1.1

８
２(2)
イ,ウ

○ ○ 64.7 1.0

９
１(1)
ア

○ ○ 13.8 1.5

１０（１）
１(1)
ウ

○ ○ 79.4 4.2

１０（２）
１(1)
エ

○ ○ 65.4 1.3

１０（３）
１(1)
エ

○ ○ 53.3 1.5

１０（４）
１(1)
エ

○ ○ 71.5 6.6

１１（１）
２(1)
イ

○ ○ 82.5 8.2

１１（２）
２(1)
イ

○ ○ 43.3 23.0

１２
２(1)
ア

○ ○ 55.1 17.8

１３
２(1)
ウ

○ ○ 69.5 1.6

１４（１）
１(1)
ア

○ ○ 78.0 1.8

１４（２）
１(1)
ア

○ ○ 23.7 24.5

１５（１）
２(1)
ア

○ ○ 33.4 2.6

１５（２）
２(1)
ア

○ ○ 54.7 12.6

出題の趣旨

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

設問番号

5/8 × 3/4 を計算する 分数の乗法の計算ができる

設問の概要

5×(4－7) を計算する
（　）を含む正の数と負の数の計
算ができる

四則計算のうち，整数の範囲で閉じていない
計算を選ぶ

数の集合と四則計算の可能性につ
いて理解している

東京の時刻を基準にして，東京とカイロの時
差を表す

正の数と負の数の意味を，実生活
の場面に結び付けて理解している

2(5x＋9y )－5(2x＋3y ) を計算する 整式の加法と減法の計算ができる

縦a，横bの長方形において，2(a＋b ) が表す

量を選ぶ

与えられた文字式の意味を，具体
的な事象の中で読み取ることがで
きる

aｍの重さが b gの針金の１ｍの重さを，a，b
を用いた式で表す

数量の関係や法則などを文字式で
表すことができる

等式 2x＋3y＝9 を y  について解く際に用い

られている等式の性質を選ぶ

等式をある文字について解く際に
用いられている等式の性質を理解
している

3x＋7＝9 を解く
簡単な一元一次方程式を解くこと
ができる

2x＋y＝6 の解となる x，y  の値の組を選ぶ
二元一次方程式の解の意味を理解
している

数量の関係を連立二元一次方程式で表す
具体的な事象における数量の関係
を捉え，連立二元一次方程式をつ
くることができる

長方形の２倍の拡大図をかく
与えられた図形の拡大図をかくこ
とができる

角の二等分線の作図の根拠となる対称な図形
を選ぶ

角の二等分線の作図の方法を，図
形の対称性に着目して見直すこと
ができる

△ABCを，点Cを回転の中心として時計回りに
回転移動して△DECにぴったり重ねたとき，回
転角の大きさを求める

回転移動の意味を理解している

立体の辺を含む直線について，正しい記述を
選ぶ

空間における２直線の位置関係を
理解している

与えられた見取図から，その立体の投影図を
選ぶ

見取図，投影図から空間図形を読
み取ることができる

球と円柱の体積を比較し，正しいものを選ぶ
球の体積を，球がぴったり入る円
柱の体積との関係から理解してい
る

平行線の間の三角形について，その内角 x，y
の和の値を選ぶ

１組の平行線に直線が交わってで
きる角の性質を理解している

五角形のある頂点における外角の大きさを求
める

多角形の外角の意味を理解してい
る

証明で用いられている三角形の合同条件を選
ぶ

証明を読み，根拠として用いられ
ている三角形の合同条件を理解し
ている

長方形の対角線の長さが等しいことを，記号
を用いて表す

図形の性質や条件を，記号を用い
て表すことができる

与えられた方法で作図された四角形が，いつ
でも平行四辺形になることの根拠となる事柄
を選ぶ

平行四辺形になるための条件を理
解している

証明で用いられている図が考察対象の図形の
代表であることについての正しい記述を選ぶ

証明の必要性と意味を理解してい
る

y  が x  の関数である事象を選ぶ 関数の意味を理解している

座標平面上の点の座標を求める
座標平面上にある点の位置を，２
つの数の組で表すことができる

比例定数が３である比例の式を選ぶ

比例定数が a  である比例の式はy
＝ax  で表されることを理解して

いる

比例の表からグラフを選ぶ
比例の表とグラフの関係を理解し
ている

反比例 y＝6/x  のグラフを完成する
反比例の式から，グラフをかくこ
とができる

一次関数 y＝2x－1 について，x  の値が３の

ときの y  の値を求める

一次関数の式について，x  の値に

対応する y  の値を求めることが

できる

一次関数の表から変化の割合を求める
一次関数の表から，変化の割合を
求めることができる

一次関数の事象を式で表す

具体的な事象から，x  と y  の関

係を y＝ax＋b  の式で表すことが

できる

二元一次方程式 y＝3 のグラフを選ぶ
二元一次方程式のグラフの特徴を
理解している

生徒35人がハンドボール投げを行い，記録の
平均値が21ｍだったことについて，必ずいえ
る記述を選ぶ

平均値の意味を理解している

大小２つのさいころを同時に投げるとき，出
る目が両方とも１になる確率を求める

簡単な場合について確率を求める
ことができる

６月の日ごとの最高気温の分布を表したヒス
トグラムから，ある階級の相対度数を求める

ヒストグラムから相対度数を求め
ることができる

１枚の硬貨を多数回投げたときの表が出る相
対度数の変化の様子について，正しい記述を
選ぶ

確率の意味を理解している
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【中学校数学Ｂ】設問別集計結果 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（１）
２(1)
イ,エ

○ ○ 54.7 6.9

１（２）
２(1)
イ,エ

○ ○ 32.9 21.6

１（３）
２(1)
イ,エ

○ ○ 24.7 4.4

２（１）
２(1)
イ,ウ

○ ○ 38.4 22.5

２（２）
２(1)
イ,ウ

○ ○ 39.3 34.0

３（１）
２(1)
イ,エ

○ ○ 73.1 4.3

３（２）
２(1)
イ,エ

○ ○ 32.6 33.3

３（３）
２(1)
イ,エ

○ ○ 27.5 1.9

４（１）
２(2)
ア,イ

○ ○ 33.1 22.7

４（２）
２(2)
ア,イ

○ ○ 57.6 1.9

５（１）
１(1)
イ

○ ○ 69.7 11.7

５（２）
１(1)
イ

○ ○ 25.5 42.1

５（３）
１(1)
イ

○ ○ 33.4 2.1

６（１）
１(2)
ア

○ ○ 53.4 6.9

６（２）
１(2)
ア

○ ○ 57.5 2.1

６（３）
１(2)
ア

○ ○ 25.3 42.2

設問の概要 出題の趣旨

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

設問番号

15歳の優子さんの安静時心拍数が80のときの
目標心拍数を求める

与えられた情報を言葉で表された
式に基づいて処理することができ
る

２けたの自然数と，その数の十の位の数と一
の位の数を入れかえた数の差が９の倍数にな
る説明を完成する

事柄が成り立つ理由を，示された
方針に基づいて説明することがで
きる

２けたの自然数と，その数の十の位の数と一
の位の数を入れかえた数との和について予想
した事柄を表現する

発展的に考え，予想した事柄を説
明することができる

45歳の優子さんのお父さんとお母さんの安静
時心拍数の差が10のときの，二人の目標心拍
数の差を求める

言葉で表された式の数学的な意味
を考え，事象を式の意味に即して
解釈することができる

安静時心拍数が年齢によらず一定であるとす
るときの目標心拍数の変わり方を選び，その
理由を説明する

事象を式の意味に即して解釈し，
その結果を数学的な表現を用いて
説明することができる

水を熱した時間と水温と同じように考えて求
められる事象を選ぶ

事象を理想化・単純化して，事柄
を数学的に捉え，他の事象との関
係を考えることができる

２つの辺の長さが等しいことを，三角形の合
同を利用して証明する

方針に基づいて証明することがで
きる

水を熱し始めてから10分間で上がった温度を
求める

与えられた表から情報を適切に選
択し，処理することができる

与えられた表やグラフを用いて，水温が80℃
になるまでにかかる時間を求める方法を説明
する

事象を数学的に解釈し，問題解決
の方法を数学的に説明することが
できる

まとめ直したヒストグラムの特徴を基に，学
級の生徒が美しいと思う長方形について新た
にわかることを説明する

資料の傾向を的確に捉え，事柄の
特徴を数学的に説明することがで
きる

図２のヒストグラムで最も度数の大きい階級
に含まれることになるものを選ぶ

事象を数学的に解釈することがで
きる

２つの辺の長さが等しいことを証明する際
に，根拠として用いる平行四辺形になるため
の条件を選ぶ

証明の方針を立てることができる

横の長さが与えられた長方形が含まれる階級
を書く

資料から必要な情報を適切に読み
取ることができる

碁石全部の個数を，3(n－2)＋3 という式で求

めることができる理由を説明する

事象と式の対応を的確に捉え，事
柄が成り立つ理由を説明すること
ができる

１辺に５個ずつ碁石を並べて正三角形の形を
つくったときの，碁石全部の個数を求める

問題場面における考察の対象を明
確に捉えることができる

碁石全部の個数を求める式 3(n－1) に対応す

る囲み方を選ぶ

数学的な結果を事象に即して解釈
することができる
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○調査問題の例 中学校数学 
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○過去の調査との同一問題の正答率の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 ○過去の調査問題と同一問題の正答率 
（小学校国語） 

問題の内容 正答率 過去の調査の正答率（実施年度・対象学年） 

漢字を読む（券） 98.9％ 97.6％（平成 13 年度・小５） 

  〃  （子孫） 79.4％ 74.0％（平成 16 年度・小５）42.8％（平成 16 年度・小４）

  〃  （採集） 65.0％ 80.1％（平成 21 年度・小６）71.1％（平成 16 年度・小５）

漢字を書く（焼く） 72.6％ 
70.9％（平成 19 年度・小６）33.8％（昭和 39 年度・小６）
62.6％（平成 16 年度・小５） 

  〃  （停車） 47.1％ 34.9％（昭和 39 年度・小６） 

  〃  （設ける） 53.7％ 34.3％（平成 16 年度・小６） 
接続語を使って１文を２文に
分けて書く 

23.6％ 15.0％（平成 21 年度・小６） 
 

（小学校算数） 

問題の内容 正答率 過去の調査の正答率（実施年度・対象学年） 

243－65 を計算する 88.3％ 87.0％（平成 22 年度・小６） 

9.3×0.8 を計算する 83.8％ 
84.8％（平成 19 年度・小６）79.3％（平成 15 年度・小５）
78.7％（平成 13 年度・小５） 

６÷５を計算する 88.4％ 86.2％（平成 22 年度・小６） 

×４を計算する 89.6％ 91.6％（平成 16 年度・小６） 
 

（中学校国語） 

問題の内容 正答率 過去の調査の正答率（実施年度・対象学年） 

漢字を書く（希望） 87.7％ 86.1％（平成 16 年度・中３） 

漢字を読む（異論） 93.4％ 78.7％（平成 13 年度・中１） 
適切な語句を選択する（友達
に将来の抱負を話す） 

63.0％ 53.3％（平成 13 年度・中２） 

適切な語句を選択する（直前
になって，二の足を踏む） 

85.1％ 83.8％（平成 13 年度・中３） 
 

（中学校数学） 

問題の内容 正答率 過去の調査の正答率（実施年度・対象学年） 
縦 a ，横 b の長方形において，
２( a＋b )が表す量を選ぶ 

67.9％ 63.9％（平成 19 年度・中３） 

平行線の間の三角形について，
内角 ，の和の値を選ぶ 

79.3％ 77.9％（TIMSS2007・中２） 

一次関数の事象を式で表す 55.1％ 56.4％（平成 21 年度・中３） 
 
※各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要がある。 

○ 小学校調査においては，過去の調査との同一問題 11 問（国語７，算数４）のうち，

過去の正答率と比べて４問は今回の方が高く，６問は大きな差がなく，１問は低くな

っている。 

○ 中学校調査においては，過去の調査との同一問題７問（国語４，数学３）のうち，

過去の正答率と比べて３問は今回の方が高く，４問は大きな差がなくなっている。 
 

  
過去の調査と比べて３

ポイント以上高い問題

の数 

過去の正答率の前後３

ポイント未満の範囲に

ある問題の数 

過去の調査と比べて３

ポイント以上低い問題

の数 

合計 

小学校調査 ４問 ６問 １問  11 問 

中学校調査 ３問 ４問 ０問 ７問 
 

※ 過去の調査とは，昭和 31～41 年度の全国学力調査，昭和 56～58，平成 5～7，13，15 年度の教育課程実施状況調査，平成

16 年度の特定の課題に関する調査，平成 19～22，24 年度の全国学力・学習状況調査及び TIMSS（国際数学･理科教育動向調査）

を指す。複数回にわたり実施されている場合は，実施年度，対象学年，実施時期が本調査に最も近いものと比較している。 

  なお，各調査の対象学年や実施時期，問題の全体構成等が異なるため，単純な比較ができないことに留意する必要がある。 

２
９
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３．質問紙調査 

学習に対する関心・意欲・態度 

《国語》 

【小学校】 

○国語の勉強は好きと回答している児童の割合は，24 年度と比べ低くなっている。 

○国語の授業の内容はよく分かると回答している児童の割合は，24 年度と比べやや低くなってい

る。 

○以下と回答している児童の割合は，24 年度と比べ大きな変化は見られない。 

 ・国語の勉強は大切だと思う 

 ・国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う 

 

【中学校】 

○国語の授業の内容はよく分かると回答している生徒の割合に，調査開始年度以降，増加傾向がう 

かがえる。 

○以下と回答している生徒の割合は，24 年度と比べ大きな変化は見られない。 

・国語の勉強は好き 

・国語の勉強は大切だと思う 

・国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う 

 

 
 
 
 
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○国語の勉強は好きですか 

【小学校】                                【中学校】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22.0 

20.6 

21.7 

24.5 

25.6 

21.8 

37.7 

35.7 

36.7 

37.9 

37.7 

36.2 

27.5 

28.0 

27.2 

24.9 

24.7 

27.5 

12.7 

15.6 

14.2 

12.5 

11.9 

14.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

20.8 

19.7 

19.7 

19.9 

21.2 

20.7 

36.0 

35.5 

37.0 

37.1 

37.1 

36.8 

30.1 

29.9 

29.5 

29.2 

28.5 

28.7 

13.0 

14.7 

13.6 

13.7 

13.1 

13.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

当てはまる      どちらかといえば，当てはまる    どちらかといえば，当てはまらない     
当てはまらない    その他               無回答 
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＜児童生徒質問紙＞ 

○国語の勉強は大切だと思いますか 

【小学校】                   【中学校】 

   
 
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○国語の授業の内容はよく分かりますか 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
 

＜児童生徒質問紙＞ 

○国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 
【小学校】                   【中学校】 

    
  

62.6 

58.5 

60.8 

64.2 

66.4 

63.2 

28.5 

31.0 

29.6 

27.4 

26.3 

27.8 
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24年度
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33.8 
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36.4 

35.1 
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20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

31.5 

31.4 

34.2 

37.2 

37.5 

33.5 

46.6 

46.7 

45.9 

45.1 

45.8 

46.6 

17.2 

16.9 

15.4 

13.7 

13.1 

15.3 

4.7 

4.9 

4.3 

3.8 

3.6 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

18.9 

19.3 

19.8 

20.7 

20.8 

22.6 

46.9 

47.8 

49.2 

49.6 

51.0 

49.5 

26.6 

25.3 

24.0 

23.0 

22.2 

21.5 

7.4 

7.3 

6.6 

6.4 

5.8 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度
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21年度

22年度

24年度

25年度

61.2 

52.4 

49.1 

52.7 

55.7 

53.9 

26.5 

32.6 

36.1 

34.6 

33.2 

33.3 

8.9 

11.2 

11.3 

9.6 

8.5 

9.4 

3.3 

3.6 

3.4 

2.9 

2.5 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

50.0 

39.5 

35.7 

38.7 

41.3 

41.2 

34.6 

40.0 

42.6 

41.7 

41.4 

40.0 

10.9 

14.9 

15.9 

14.4 

12.9 

13.6 

4.2 

5.3 

5.5 

4.9 

4.2 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度
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（無解答の理由） 
【小学校】 
○国語Ｂの２三の記述式の問題について無解答だった児童が解答しなかった理由 

・解答しようと努力したが，問題が難しくて解答できなかった 約 79％  
 ・解答を文章で書く問題だったので，解答しようと思わなかった 約 7％  
 ・他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった 約 13％  
○問題が難しくて解答できなかったと回答している児童のうち，何を取り上げて書いたらよいのか

分からなかったと回答している児童が約 42％，問題文の意味が分からなかったと回答している
児童が約 31％。 
 

【中学校】 
○国語Ｂの３三の記述式の問題について無解答だった生徒が解答しなかった理由 

・解答しようと努力したが，問題が難しくて解答できなかった 約 53％  
・解答を文章で書く問題だったので，解答しようと思わなかった 約 27％  
・他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった 約 19％  

○問題が難しくて解答できなかったと回答している生徒のうち，二つの漢字の共通点や相違点など
漢字の特徴は分かったが，注意点やコツについての考えがまとまらなかったと回答している生徒
が約 34％，問題文の意味が分からなかったと回答している生徒が約 33％。    

 
 
 
 
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○（小）国語Ｂの２三・（中）国語Ｂの３三の問題について解答しなかった理由は何ですか（新規） 
【小学校】                   【中学校】 

   
（母数：無解答の児童生徒） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜児童生徒質問紙＞ 

○（小）国語Ｂの２三・（中）国語Ｂの３三の問題に解答しようとしたとき，あなたはどのように
考えましたか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

   
（母数：解答しようと努力したが，難しくて解答できなかったと回答した児童生徒） 

             

79.0 7.1 12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 52.6 27.0 18.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

31.0 42.3 18.4 2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 33.2 23.2 34.1 6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

解答しようと努力したが，問題が難しくて解答できなかった 
解答を文章で書く問題だったので，解答しようと思わなかった 
他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった 
その他     無回答 

【小学校】 
問題文の意味が分からなかったので，何も書かなかった 
何を取り上げて書いたらよいのか分からなかったので，何も書かなかった 
何を取り上げて書いたらよいのかは分かったが，考えがまとまらなかったので，何も書かなかった 
考えはまとまったが，解答に自信がなかったので，何も書かなかった 
その他     無回答 

 
【中学校】 
  問題文の意味が分からなかったので，何も書かなかった 
  二つの漢字の共通点や相違点など漢字の特徴が分からなかったので，何も書かなかった 
  二つの漢字の共通点や相違点など漢字の特徴は分かったが，注意点やコツについての考えがまとま 
  らなかったので，何も書かなかった 
  考えはまとまったが，解答に自信がなかったので，何も書かなかった 
  その他     無回答 

30



 

 
 

 

小
学
校 

国
語
Ｂ
２
三 

 

中
学
校 

国
語
Ｂ
３
三 

31



《算数・数学》 

【小学校】 

○以下と回答している児童の割合は，24 年度と比べ大きな変化は見られない。 

・算数の勉強は好き 

・算数の勉強は大切だと思う 

・算数の授業の内容はよく分かる 

・算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う 

 

【中学校】 

○以下と回答している生徒の割合は，24 年度と比べやや高くなっている。 

・数学の勉強は好き 

・数学の授業の内容はよく分かる 

○以下と回答している生徒の割合は，24 年度と比べ大きな変化は見られない。 

 ・数学の勉強は大切だと思う 

 ・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う 

 

 

 
 

 
 

＜児童生徒質問紙＞ 

○算数・数学の勉強は好きですか 

【小学校】                   【中学校】 

   
 
  

35.6 

36.3 

38.0 

35.6 

37.1 

38.0 

29.5 

29.2 

28.3 

28.4 

28.0 

28.3 

20.9 

19.9 

19.7 

20.7 

20.0 

19.4 

13.9 

14.4 

13.8 

15.1 

14.7 

14.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

25.3 

26.1 

26.3 

27.3 

26.5 

28.3 

26.1 

27.1 

26.6 

26.7 

26.3 

27.4 

26.2 

25.0 

25.2 

24.6 

25.7 

24.3 

21.2 

21.5 

21.6 

21.1 

21.4 

19.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

当てはまる      どちらかといえば，当てはまる    どちらかといえば，当てはまらない     
当てはまらない    その他               無回答 
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＜児童生徒質問紙＞ 

○算数・数学の勉強は大切だと思いますか 

【小学校】                   【中学校】 

   
 

＜児童生徒質問紙＞ 

○算数・数学の授業の内容はよく分かりますか 

【小学校】                   【中学校】 

   
 
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○算数・数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 

【小学校】                   【中学校】 

   
  

70.7 

69.1 

70.5 

71.1 

73.8 

72.1 

21.9 

22.6 

21.5 

21.0 

19.2 

20.0 

5.3 

5.7 

5.5 

5.3 

4.6 

5.1 

2.0 

2.3 

2.3 

2.3 

2.2 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

43.4 

42.1 

42.3 

44.9 

47.9 

46.3 

35.5 

36.0 

35.3 

34.5 

34.3 

34.3 

13.8 

14.7 

15.0 

13.7 

12.2 

13.0 

6.1 

6.7 

7.0 

6.4 

5.3 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

41.3 

43.2 

44.7 

42.5 

43.6 

45.3 

35.9 

35.3 

34.5 

35.7 

35.5 

34.9 

16.7 

15.7 

14.9 

15.7 

14.9 

14.2 

6.0 

5.6 

5.6 

5.9 

5.7 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

26.5 

27.5 

27.2 

28.3 

27.0 

31.8 

37.5 

38.3 

38.0 

38.0 

38.8 

38.9 

23.9 

23.3 

23.3 

22.5 

23.3 

20.3 

10.8 

10.4 

11.0 

10.7 

10.7 

8.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

68.3 

62.5 

63.8 

65.3 

68.5 

66.2 

21.9 

25.0 

24.3 

23.8 

21.9 

22.5 

6.9 

9.0 

8.4 

7.7 

6.8 

7.7 

2.8 

3.3 

3.1 

2.9 

2.6 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

36.0 

30.9 

30.6 

33.4 

36.6 

35.6 

32.9 

34.5 

34.4 

34.2 

34.7 

33.8 

19.2 

22.5 

22.5 

20.8 

19.3 

20.0 

10.6 

11.7 

12.0 

10.9 

9.1 

10.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度
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（無解答の理由） 

【小学校】 

○算数Ｂの４（1）の問題について無解答だった児童が解答しなかった理由 

・解答しようと努力したが，問題が難しくて解答できなかった 約 73％  

 ・書く分量が多い問題だったので，解答しようと思わなかった 約 11％  

 ・他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった 約 14％  

○問題が難しくて解答できなかったと回答している児童のうち，問題文の意味が分からなかったと

回答している児童が約 39％，約何倍になるかを求める方法が分からなかったと回答している児

童が約 33％。 

 

【中学校】 

○数学Ｂの４（1）の問題について無解答だった生徒が解答しなかった理由 

・解答しようと努力したが，問題が難しくて解答できなかった 約 66％  

 ・書く分量が多い問題だったので，解答しようと思わなかった 約 25％  

 ・他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった 約 7％  

○問題が難しくて解答できなかったと回答している生徒のうち，問題文の意味が分からなかったと

回答している生徒が約 51％，どの条件を使えばよいか分からなかったと回答している生徒が約

26％。 
 
小学校 算数Ｂ４（１）             中学校 数学Ｂ４（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○（小）算数Ｂの４（１）・（中）数学Ｂの４（１）の問題について解答しなかった理由は何ですか

（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

   
（母数：無解答の児童生徒） 

73.1 10.7 14.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 66.2 25.2 7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

解答しようと努力したが，問題が難しくて解答できなかった 
書く分量が多い問題だったので，解答しようと思わなかった 
他の問題に解答していたら，この問題に解答する時間が足りなくなった 
その他     無回答 
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＜児童生徒質問紙＞ 

○（小）算数Ｂの４（１）・（中）数学Ｂの４（１）の問題に解答しようとしたとき，あなたはどの

ように考えましたか（新規） 
【小学校】                   【中学校】 

   
（母数：解答しようと努力したが，難しくて解答できなかったと回答した児童生徒） 

 

 

《全般》 
 
【小学校】 

○授業の中で分からないことがあったとき，友達に尋ねることが多いと回答している児童は約

32％，先生に尋ねることが多いと回答している児童は約 26％，家の人に尋ねることが多いと回

答している児童は約 24％，自分で調べることが多いと回答している児童は約 12％，そのまま

にしておくことが多いと回答している児童は約５％。 

 

【中学校】 

○授業の中で分からないことがあったとき，友達に尋ねることが多いと回答している生徒は約

42％，先生に尋ねることが多いと回答している生徒は約 25％，自分で調べることが多いと回答

している生徒は約 16％，そのままにしておくことが多いと回答している生徒は約９％，家の人

に尋ねることが多いと回答している生徒は約７％。 

 

 

 

 

 

＜児童生徒質問紙＞ 

○授業の中で分からないことがあったら，どうすることが多いですか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

   

38.8 32.9 16.2 5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 50.5 25.9 16.0 4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

15.9 9.9 31.8 23.9 11.8 5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 11.9 12.9 41.5 7.0 16.0 8.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

【小学校】 
問題文の意味が分からなかったので，何も書かなかった 
約何倍になるかを求める方法が分からなかったので，何も書かなかった 
約何倍になるかを求める方法は分かったが，どのように書いたらよいか考えがまとまらなかったので，
何も書かなかった 
考えはまとまったが，解答に自信がなかったので，何も書かなかった 
その他     無回答 

 
【中学校】 
  問題文の意味が分からなかったので，何も書かなかった 
  ＡＰ＝ＣＱを証明するために，どの条件を使えばよいか分からなかったので，何も書かなかった 
  ＡＰ＝ＣＱを証明するために，どの条件を使えばよいかは分かったが，どのように書いたらよいか考

えがまとまらなかったので，何も書かなかった 
  考えはまとまったが，解答に自信がなかったので，何も書かなかった 
  その他     無回答 

その場で先生に尋ねる                           授業が終わってから先生に尋ねに行く 
友達に尋ねる                                   家の人に尋ねる 
自分で調べる                                   そのままにしておく 
その他                                         無回答 
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学校の指導・取組 
【小学校】【中学校】 

○授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりすることは難しいと思うと回答

している児童生徒の割合は，24 年度と比べやや低くなっている。 

○授業では，児童生徒の間で話し合う活動をよく行っていると思うと回答している児童生徒の割合

に，調査開始年度以降，増加傾向がうかがえる。 

○国語の指導として，書く習慣を付ける授業を行った学校の割合に，調査開始年度以降，小学校・

中学校ともに増加傾向がうかがえる。 
 
 

 

＜児童生徒質問紙＞ 

○学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりすることは難しいと思い

ますか 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
 
 

 

＜児童生徒質問紙＞ 

○普段の授業では，学級の友達との間・生徒の間で話し合う活動をよく行っていると思いますか 

【小学校】                   【中学校】 

   

 

25.7 

27.4 

25.2 

25.8 

38.7 

37.8 

36.3 

33.4 

23.5 

22.7 

24.6 

25.1 

11.5 

11.4 

13.5 

15.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21年度

22年度

24年度

25年度

36.6 

37.8 

35.6 

34.2 

37.6 

36.8 

36.2 

33.3 

17.3 

16.9 

18.6 

21.0 

7.9 

7.8 

8.7 

10.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21年度

22年度

24年度

25年度

33.5 

32.6 

34.6 

37.7 

42.1 

43.5 

42.3 

41.6 

19.9 

19.9 

18.9 

16.9 

4.3 

3.9 

4.1 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21年度

22年度

24年度

25年度

13.9 

14.8 

17.4 

21.8 

38.5 

39.4 

42.5 

42.6 

35.4 

34.5 

31.0 

27.4 

12.0 

11.0 

8.9 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21年度

22年度

24年度

25年度

難しいと思う    どちらかといえば，難しいと思う   どちらかといえば，難しいと思わない 
難しいと思わない   その他              無回答 

当てはまる      どちらかといえば，当てはまる    どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない    その他               無回答 

36



 

 

 

＜学校質問紙＞ 

○調査対象学年の児童生徒に対する国語の指導として，前年度までに，書く習慣を付ける授業を行

いましたか 
【小学校】                   【中学校】 

   
 

 

 

 

【小学校】 

○授業研究を伴う校内研修を前年度，７回以上実施した学校の割合は，24 年度と比べやや高くな

っている。 

 

【中学校】 

○授業研究を伴う校内研修を前年度，７回以上実施した学校の割合は，24 年度と比べ大きな変化

は見られない。 

 

 

 

○授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか 

【小学校】                   【中学校】 

   

  

23.2 

25.8 

27.2 

28.6 

28.5 

27.8 

60.4 

61.6 

61.9 

61.0 

61.3 

62.2 

16.1 

12.3 

10.8 

10.3 

10.0 

9.7 

0.3 

0.2 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

29.7 

30.7 

32.3 

33.4 

32.5 

34.3 

58.3 

59.3 

58.7 

57.9 

59.3 

57.9 

11.7 

9.7 

8.6 

8.5 

7.9 

7.5 

0.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0.1 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

21.7 

22.0 

20.7 

21.9 

20.7 

22.5 

5.1 

5.4 

5.2 

6.1 

5.7 

5.5 

7.7 

7.8 

7.6 

8.2 

9.0 

8.1 

10.2 

10.9 

10.2 

11.0 

10.9 

11.2 

17.9 

18.0 

18.6 

18.5 

17.9 

19.3 

20.7 

20.2 

20.6 

18.3 

20.0 

18.7 

14.2 

13.4 

14.3 

13.8 

12.9 

12.6 

2.3 

2.1 

2.3 

1.9 

1.9 

1.7 

0.1 

0.2 

0.1 

0.2 

0.1 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

8.7 

9.2 

9.2 

10.4 

10.9 

11.5 

2.2 

2.2 

2.3 

2.5 

3.1 

3.0 

5.1 

5.7 

5.2 

5.4 

5.4 

6.0 

9.4 

9.9 

9.4 

9.1 

10.7 

10.8 

10.0 

10.7 

10.7 

11.3 

12.4 

12.3 

16.8 

17.0 

17.3 

17.3 

17.5 

17.8 

27.6 

28.2 

28.0 

28.6 

26.4 

26.5 

17.5 

15.4 

16.2 

13.9 

12.3 

11.3 

1.9 

1.5 

1.6 

1.3 

1.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

よく行った                    どちらかといえば，行った      あまり行っていない 
全く行っていない      その他，無回答 

年間１５回以上     年間１３回から１４回   年間１１回から１２回 
年間９回から１０回   年間７回から８回     年間５回から６回 
年間３回から４回    年間１回から２回     全く実施していない    その他，無回答 
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○授業で，はじめに授業の目標が示されていると思うと回答している児童生徒 

・小学校：約 83％ ・中学校：約 68％ 

○授業の冒頭で目標を児童生徒に示す活動を計画的に取り入れた学校 

・小学校：約 96％ ・中学校：約 92％ 

○授業で，最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていると思うと回答している児童生徒 

・小学校：約 77％ ・中学校：約 51％ 

○授業の最後に学習したことを振り返る活動を計画的に取り入れた学校 

・小学校：約 92％ ・中学校：約 88％ 

 

 

 

＜児童生徒質問紙＞ 

○普段の授業では，はじめに授業の目標（めあて・ねらい）が示されていると思いますか（新規） 
【小学校】                   【中学校】 

   

＜児童生徒質問紙＞ 

○普段の授業では，最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていると思いますか（新規） 
【小学校】                   【中学校】 

   

 

 

 

 
＜学校質問紙＞ 

○調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，授業の冒頭で目標（めあて・ねらい）を示す

活動を計画的に取り入れましたか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
＜学校質問紙＞ 

○調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，授業の最後に学習したことを振り返る活動を

計画的に取り入れましたか（新規） 
【小学校】                   【中学校】 

    
 

51.0 31.5 13.2 4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 28.6 39.1 23.8 8.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

38.7 38.0 17.9 5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 14.0 37.2 36.0 12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

60.3 36.1 3.4 0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 43.6 48.7 7.4 0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

41.2 50.8 7.8 0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 26.8 61.2 11.7 0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

当てはまる      どちらかといえば，当てはまる    どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない    その他               無回答 

よく行った                    どちらかといえば，行った      あまり行っていない 
全く行っていない      その他，無回答 
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家庭学習 
 
【小学校】 

○家で，学校の授業の復習をしていると回答している児童の割合に，調査開始年度以降，増加傾向

がうかがえる。 

○学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たり１時間以上勉強をすると回答している

児童の割合は，24 年度と比べやや高くなっている。 

 

【中学校】 

○家で，学校の授業の復習をしていると回答している生徒の割合に，調査開始年度以降，増加傾向

がうかがえる。 

○学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たり１時間以上勉強をすると回答している

生徒の割合に，調査開始年度以降，若干の増加傾向がうかがえる。 
 

 

 

 

 

＜児童生徒質問紙＞ 
○家で，学校の授業の復習をしていますか 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
 
 

 

 
＜児童生徒質問紙＞ 

○学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学

習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む） 
【小学校】                   【中学校】 

    

14.4 

16.5 

17.5 

19.3 

20.1 

21.1 

25.9 

27.1 

28.6 

30.4 

30.3 

30.4 

37.2 

34.4 

34.6 

33.0 

32.6 

31.5 

22.5 

21.8 

19.2 

17.3 

16.9 

16.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

12.7 

12.5 

12.8 

14.2 

15.2 

17.3 

26.8 

27.5 

28.0 

29.9 

30.7 

31.5 

35.4 

34.6 

35.2 

34.3 

32.9 

31.6 

24.9 

25.1 

23.9 

21.5 

20.9 

19.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

11.2 

11.7 

11.9 

11.9 

11.6 

11.9 

14.7 

14.2 

14.2 

14.5 

14.7 

15.7 

32.3 

30.5 

31.4 

32.3 

33.7 

35.9 

25.8 

26.2 

26.2 

26.2 

25.9 

24.3 

11.9 

12.8 

12.2 

11.2 

10.4 

9.0 

4.0 

4.5 

4.0 

3.8 

3.7 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

9.8 

10.3 

10.3 

10.3 

10.0 

10.6 

25.7 

25.5 

25.5 

25.5 

25.4 

26.0 

29.7 

29.7 

29.7 

30.8 

31.3 

32.2 

16.3 

16.7 

16.6 

16.7 

17.0 

16.6 

10.2 

10.1 

10.2 

9.7 

9.5 

8.8 

8.2 

7.6 

7.5 

6.9 

6.7 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

している            どちらかといえば，している      あまりしていない 
全くしていない         その他                無回答 

３時間以上        ２時間以上，３時間より少ない     １時間以上，２時間より少ない 
３０分以上，１時間より少ない     ３０分より少ない     全くしない 
その他          無回答 
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【小学校】【中学校】 

○国語の指導として，家庭学習の課題を与えた学校の割合に，調査開始年度以降，小学校では若干

の増加傾向，中学校では増加傾向がうかがえる。 

○算数・数学の指導として，家庭学習の課題を与えた学校の割合に，調査開始年度以降，若干の増

加傾向がうかがえる。 

 

 

 
＜学校質問紙＞ 

○調査対象学年の児童生徒に対する国語の指導として，前年度までに，家庭学習の課題（宿題）を

与えましたか 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
＜学校質問紙＞ 

○調査対象学年の児童生徒に対する算数・数学の指導として，前年度までに，家庭学習の課題（宿

題）を与えましたか 

【小学校】                   【中学校】 

  

60.1 

70.6 

73.8 

77.0 

79.2 

82.6 

36.9 

28.1 

25.1 

22.0 

20.0 

16.9 

2.7 

1.2 

1.0 

0.9 

0.7 

0.4 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

35.6 

38.8 

41.1 

44.1 

45.7 

47.6 

48.8 

47.8 

46.0 

45.0 

43.4 

42.1 

15.0 

12.8 

12.3 

10.5 

10.5 

9.9 

0.4 

0.3 

0.3 

0.4 

0.3 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

62.9 

71.8 

74.5 

78.1 

80.7 

84.2 

34.6 

26.9 

24.5 

21.0 

18.7 

15.3 

2.3 

1.1 

1.0 

0.9 

0.5 

0.3 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

41.0 

44.7 

45.6 

49.1 

50.9 

52.6 

47.8 

45.9 

45.1 

43.0 

41.5 

40.2 

10.6 

9.1 

8.9 

7.7 

7.1 

6.9 

0.3 

0.3 

0.2 

0.1 

0.2 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

よく行った                    どちらかといえば，行った      あまり行っていない 
全く行っていない      その他，無回答 
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コミュニケーション能力 
 
○友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意と回答している児童生徒 

                         ・小学校：約 50％ ・中学校：約 48％ 

○自分の行動や発言に自信を持っていると回答している児童生徒    

・小学校：約 56％ ・中学校：約 50％ 

○友達に伝えたいことをうまく伝えることができると回答している児童生徒 

                         ・小学校：約 73％ ・中学校：約 67％ 

○友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができていると回答している児童生徒 

                         ・小学校：約 91％ ・中学校：約 91％ 
 
 
 

 

 
＜児童生徒質問紙＞ 

○友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○自分の行動や発言に自信を持っていますか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○友達に伝えたいことをうまく伝えることができますか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞くことができていますか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    

19.5 30.1 35.0 15.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 15.9 32.5 36.7 14.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

16.3 39.8 33.8 10.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 11.9 37.9 39.4 10.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

26.5 46.3 21.9 5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 20.1 47.3 26.8 5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

53.8 37.4 7.4 1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 48.1 42.8 7.8 1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

当てはまる      どちらかといえば，当てはまる    どちらかといえば，当てはまらない 
当てはまらない    その他               無回答 
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グローバル人材の育成 
 
【小学校】【中学校】 

○英語の学習は好きと回答している児童生徒      ・小学校：約 76％ ・中学校：約 53％ 

○外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思うと回答してい

る児童生徒                    ・小学校：約 71％ ・中学校：約 61％ 

○将来，外国へ留学したり，国際的な仕事に就いたりしてみたいと思うと回答している児童生徒 

                     ・小学校：約 39％ ・中学校：約 31％ 

 

【小学校】 

○児童が学校の授業や英会話教室で英語を学び始めた時期は，小学校に入学する前が約 18％，第

1 学年または第 2 学年が約 24％，第 3 学年または第 4 学年が約 25％，第 5 学年または第 6

学年が約 33％。 

○小学校において，児童に対して，英語に関する指導を始めた学年は，第１学年または第２学年が

約 29％，第３学年または第４学年が約 13％，第５学年が約 58％。 

 

【中学校】 

○生徒が学校の授業や英会話教室で英語を学び始めた時期は，小学校に入学する前が約 11％，第

1 学年または第 2 学年が約 12％，第 3 学年または第 4 学年が約 19％，第 5 学年または第 6

学年が約 38％，中学校第１学年以降が約 20％。 

  
 

 
＜児童生徒質問紙＞ 

○英語の学習は好きですか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思いますか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○将来，外国へ留学したり，国際的な仕事に就いたりしてみたいと思いますか（新規） 

【小学校】                 【中学校】 

    
 

 

 

 

 

41.6 34.6 15.0 8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 24.7 28.6 25.4 21.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

41.0 29.7 16.1 13.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 33.3 28.1 18.9 19.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

19.0 20.0 29.2 31.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 14.7 16.1 27.9 40.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

そう思う       どちらかといえば，そう思う     どちらかといえば，そう思わない     
そう思わない     その他               無回答 
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＜児童生徒質問紙＞ 

○学校の授業や英会話教室で英語を学び始めたのはいつからですか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 

 

 
＜学校質問紙＞ 

○調査対象学年の児童に対して，いつから英語に関する指導を始めましたか（新規） 

【小学校】                 

 

  

17.9 23.9 25.0 32.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 11.2 11.8 18.6 38.4 19.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

28.5 13.0 58.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

小学校１年生または２年生から    小学校３年生または４年生から    小学校５年生から 
その他，無回答 

【小学校】 
小学校に入学する前から             小学校１年生または小学校２年生から 
小学校３年生または小学校４年生から       小学校５年生または小学校６年生から 
その他                     無回答 

【中学校】 
小学校に入学する前から             小学校１年生または小学校２年生から 
小学校３年生または小学校４年生から       小学校５年生または小学校６年生から 
中学校１年生以降                その他 
無回答 
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社会に対する興味・関心 
 
○地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があると回答している児童生徒 

・小学校：約 58％ ・中学校：約 52％ 

○地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがあると回答している児童生徒 

                          ・小学校：約 39％ ・中学校：約 27％ 

○地域社会などでボランティア活動に参加したことがあると回答している児童生徒 

・小学校：約 38％ ・中学校：約 45％ 

○週１回以上新聞を読んでいると回答している児童生徒 ・小学校：約 32％ ・中学校：約 26％ 
 
 
 
 
＜児童生徒質問紙＞ 

○地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか（新規） 
【小学校】                   【中学校】 

    
＜児童生徒質問紙＞ 

○地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか（新規） 
【小学校】                   【中学校】 

    
    
 

 
＜児童生徒質問紙＞ 

○地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか（新規） 
【小学校】                   【中学校】 

    
   
 

 
＜児童生徒質問紙＞ 

○新聞を読んでいますか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    

22.5 35.1 28.1 14.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 17.2 34.7 31.3 16.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

12.4 26.3 37.1 24.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 7.1 19.8 41.0 31.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

37.5 23.9 37.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 44.5 24.8 30.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

12.2 19.6 22.2 45.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 10.3 15.3 18.9 55.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

当てはまる      どちらかといえば，当てはまる    どちらかといえば，当てはまらない     
当てはまらない    その他               無回答 

ほぼ毎日読んでいる      週に１～３回程度読んでいる    月に１～３回程度読んでいる 
ほとんど，または，全く読まない          その他      無回答 

参加したことがある         参加したことがない         分からない 
その他               無回答 
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地域との関わり 

 

【小学校】【中学校】 

○学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより，保護者や地域の人が学校におけ

る教育活動や様々な活動に参加してくれると回答している学校の割合に，調査開始年度以降，小

学校・中学校ともに増加傾向がうかがえる。 

○保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動は，学校の教育水準の向上に効果があったと回答

している学校                  ・小学校：約 95％ ・中学校：約 87％ 

 

 

 

 
＜学校質問紙＞ 

○学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより，保護者や地域の人が学校におけ

る教育活動や様々な活動に参加してくれますか 

【小学校】                   【中学校】 

    
 

 

 
＜学校質問紙＞ 

○保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動は，学校の教育水準の向上に効果がありましたか

（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 
 
  

31.6 

34.0 

38.1 

37.7 

41.4 

41.8 

40.4 

43.0 

4.6 

3.7 

3.4 

4.0 

22.3 

20.5 

18.0 

15.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21年度

22年度

24年度

25年度

19.0 

19.4 

23.3 

24.5 

35.4 

36.2 

38.6 

39.9 

7.6 

6.7 

6.8 

6.7 

37.6 

37.6 

30.9 

28.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21年度

22年度

24年度

25年度

45.5 49.4 3.1 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 32.7 53.8 6.8 
4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

そう思う       どちらかといえば，そう思う     どちらかといえば，そう思わない 
そう思わない     その他，無回答 

よく参加してくれる         参加してくれる        あまり参加してくれない 
学校支援ボランティアの仕組みがない     その他，無回答 
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【小学校】 
○地域の大人に勉強やスポーツを教えてもらったり，一緒に遊んだりすることがあると回答してい

る児童の割合は，24 年度と比べ高くなっている。 
 
【中学校】 
○地域の大人に勉強やスポーツを教えてもらったり，一緒に遊んだりすることがあると回答してい

る生徒の割合は，24 年度と比べ大きな変化は見られない。 
 
 
 

 
＜児童生徒質問紙＞ 

○地域の大人（学校や塾・習い事の先生は除く）に勉強やスポーツを教えてもらったり，一緒に遊

んだりすることがありますか 

【小学校】                   【中学校】 

    
※24 年度調査では，「学校や塾の先生や家の人以外の地域の大人と一緒に遊んだり，勉強を教えてもらったりすることがありま

すか」と質問しており、質問文が異なる。 
※24 年度調査において，「たまにある」と回答した児童生徒については「時々ある」に，「ほとんどない」と回答した児童生徒につ

いては「全くない」に分類して集計している。 
 
 
 
 

生活習慣 
 

○普段（月～金曜日），１日当たり１時間以上インターネットをすると回答している児童生徒の割

合に，調査開始年度以降，増加傾向がうかがえる。 
 
 
 
 

 

＜児童生徒質問紙＞ 

○普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，インターネット（携帯電話やスマートフォ

ンを使う場合も含む）をしますか 

【小学校】                   【中学校】 

    
  

15.5 

24.4 

23.6 

19.9 

20.2 

25.8 

40.7 

29.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度

25年度

8.2 

11.3 

13.4 

12.0 

16.8 

23.0 

61.5 

53.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度

25年度

1.6 

1.6 

1.7 

2.5 

3.0 

1.7 

1.8 

1.8 

2.3 

2.8 

3.8 

3.9 

4.0 

4.8 

5.5 

9.9 

10.4 

10.5 

11.5 

12.7 

29.2 

29.1 

29.9 

33.6 

37.3 

53.8 

53.2 

52.1 

45.3 

38.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

3.9 

4.2 

4.4 

6.7 

9.4 

3.9 

4.2 

4.4 

5.9 

7.7 

7.9 

8.6 

8.9 

11.1 

12.9 

15.0 

16.1 

16.9 

19.0 

19.5 

29.5 

29.6 

30.6 

33.4 

31.8 

39.6 

37.1 

34.6 

23.8 

18.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

４時間以上                   ３時間以上，４時間より少ない 
２時間以上，３時間より少ない          １時間以上，２時間より少ない 
１時間より少ない                全くしない 
その他                     無回答 

よくある                時々ある              あまりない 
全くない                その他               無回答 
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土曜日の過ごし方 
 

【小学校】 

○土曜日の午前は，習い事やスポーツ，地域の活動に参加していると回答している児童が約 27％，

家でテレビやビデオ・DVD を見たり，ゲームをしたりしていると回答している児童が約 22％，

午後は，習い事やスポーツ，地域の活動に参加していると回答している児童が約 25％，友達と

遊んでいると回答している児童が約 23％である。 

 

【中学校】 

○土曜日の午前は，学校の部活動に参加していると回答している生徒が約 64％，午後は，学校の

部活動に参加していると回答している生徒が約 22％，家でテレビやビデオ・ＤＶＤを見たり，

ゲームをしたりしていると回答している生徒が約 21％である。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童生徒質問紙＞ 

○土曜日の午前は，何をして過ごすことが多いですか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    
 

 

＜児童生徒質問紙＞ 

○土曜日の午後は，何をして過ごすことが多いですか（新規） 

【小学校】                   【中学校】 

    

  

3.5 26.7 16.9 21.9 16.0 8.3 6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 63.6 0.8 

6.1 

4.7 
10.1 

3.9 

2.5 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

6.2 25.0 7.5 18.6 15.1 23.1 4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度 21.8 8.0 8.7 8.0 21.2 7.2 19.2 4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

【小学校】 
学習塾など学校や家以外の場所で勉強している(１) 
習い事やスポーツ，地域の活動に参加している(２) 
家で勉強や読書をしている(３) 
家でテレビやビデオ・DVD を見たり，ゲームをしたりしている(４) 
家族と過ごしている(５)          友達と遊んでいる(６)           1～6 以外 
その他                 無回答 
 

【中学校】 
学校の部活動に参加している(１)       学習塾など学校や家以外の場所で勉強している(２) 
習い事やスポーツ，地域の活動に参加している(３)          
家で勉強や読書をしている(４) 
家でテレビやビデオ・DVD を見たり，ゲームをしたりしている(５)  
家族と過ごしている(６)       友達と遊んでいる(7)            1～7 以外 
その他                          無回答 
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家庭でのコミュニケーション 
 

○家の人と学校での出来事について話をすると回答している児童生徒の割合に，調査開始年度以降，

増加傾向がうかがえる。 

 
 
 
 
 

＜児童生徒質問紙＞ 

○家の人と学校での出来事について話をしますか 

【小学校】                   【中学校】 

   

 

 

規範意識 
 
【小学校】 
○いじめはどんな理由があってもいけないことだと思うと回答している児童の割合は，24 年度と

比べ大きな変化は見られない。 
 
【中学校】 
○いじめはどんな理由があってもいけないことだと思うと回答している生徒の割合に，調査開始年

度以降，増加傾向がうかがえる。 
 
 
 

 
＜児童生徒質問紙＞ 

○いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 

【小学校】                   【中学校】 

  

37.5 

38.8 

40.6 

43.5 

46.6 

47.3 

31.0 

30.5 

30.3 

30.8 

29.3 

29.2 

22.6 

22.1 

20.9 

19.3 

18.2 

17.5 

8.9 

8.5 

8.1 

6.3 

5.7 

5.9 
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19年度

20年度
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25年度

26.2 
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27.9 

31.4 

33.2 

35.0 

31.9 

32.0 

32.1 

32.7 

32.8 

31.8 

27.9 

28.0 

27.0 

25.4 

24.2 

23.2 

13.8 

13.7 

12.9 

10.5 

9.8 

9.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

76.1 

75.7 

76.6 

75.7 

76.2 

79.9 

18.6 

19.0 

18.3 

19.3 

19.2 

16.0 

3.8 

3.8 

3.7 

3.7 

3.3 

2.8 

1.4 

1.3 

1.3 

1.3 

1.2 

1.2 
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19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

58.3 

58.9 

61.6 

62.5 

67.3 

71.1 

29.3 

30.4 

28.6 

28.3 

25.4 

22.2 

8.8 

8.0 

7.3 

6.8 

5.3 

4.6 

3.2 

2.5 

2.4 

2.2 

1.8 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19年度

20年度

21年度

22年度

24年度

25年度

している       どちらかといえば，している     あまりしていない 
全くしていない    その他               無回答 

当てはまる      どちらかといえば，当てはまる    どちらかといえば，当てはまらない     
当てはまらない    その他               無回答 
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４．都道府県の状況（公立） 
 

○ 都道府県の状況（公立）については，平均正答率を見ると，24 年度同様，ほとんどの都道府

県が平均正答率の±５％の範囲内にあり，大きな差は見られない。 

 

【小学校調査】正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数） 

［国語Ａ］     ［国語Ｂ］       ［算数Ａ］     ［算数Ｂ］ 

     

   
 

 

 

【中学校調査】正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県数） 

［国語Ａ］     ［国語Ｂ］       ［数学Ａ］     ［数学Ｂ］ 

     

   
  

全国（公立）の
平均正答率

47都道府県（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】

47都道府県（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】

国語Ａ 62.7%
71.7%

【＋9.0%】
57.7%

【－5.0%】

国語Ｂ 49.4%
59.1%

【＋9.7%】
45.5%

【－3.9%】

全国（公立）の
平均正答率

47都道府県（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】

47都道府県（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】

算数Ａ 77.2%
82.8%

【＋5.6%】
73.3%

【－3.9%】

算数Ｂ 58.4%
67.1%

【＋8.7%】
54.0%

【－4.4%】

全国（公立）の
平均正答率

47都道府県（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】

47都道府県（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】

国語Ａ 76.4%
81.9%

【＋5.5%】
69.2%

【－7.2%】

国語Ｂ 67.4%
74.6%

【＋7.2%】
62.4%

【－5.0%】

全国（公立）の
平均正答率

47都道府県（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】

47都道府県（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】

数学Ａ 63.7%
69.9%

【＋6.2%】
53.2%

【－10.5%】

数学Ｂ 41.5%
49.2%

【＋7.7%】
29.8%

【－11.7%】
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○都道府県別・平均正答率一覧 

＜小学校＞                             平均正答率（％） 

  

25年度
（参考）

21年度

（参考）

20年度

（参考）

19年度 25年度
（参考）

21年度

（参考）

20年度

（参考）

19年度 25年度
（参考）

21年度

（参考）

20年度

（参考）

19年度 25年度
（参考）

21年度

（参考）

20年度

（参考）

19年度

全国
（国公私立）

62.9 81.6－81.9 83.3 － 83.6 70.1 65.6 81.7 49.6 55.6－56.0 77.9－78.2 50.7 50.7 63.0 77.3 73.3－73.7 74.2－74.6 78.8 72.3 82.1 58.6 59.0－59.4 49.4－49.8 55.0 51.8 63.6

全国
（公立）

62.7 81.4－81.7 83.2 － 83.5 69.9 65.4 81.7 49.4 55.4－55.8 77.7－78.0 50.5 50.5 62.0 77.2 73.1－73.5 74.0－74.4 78.7 72.2 82.1 58.4 58.7－59.1 49.1－49.5 54.8 51.6 63.6

 北海道 60.4 78.3－79.6 79.1 － 80.6 66.0 60.5 79.4 46.4 52.6－54.4 72.5－74.6 45.9 46.4 58.0 74.9 68.7－70.4 67.8－69.9 74.1 66.4 76.8 54.0 54.7－56.8 44.1－46.1 51.5 47.7 58.6

 青森県 68.7 84.1－85.3 86.7 － 87.9 73.6 70.8 85.0 52.9 57.7－59.6 79.9－81.6 54.0 55.0 66.0 80.7 76.6－78.1 77.2－79.0 83.6 77.2 85.8 60.5 60.4－62.3 51.5－53.8 57.1 53.8 66.4

 岩手県 65.5 81.8－83.6 84.8 － 86.1 71.2 67.8 83.9 50.8 55.0－57.7 79.6－81.4 53.0 53.3 66.0 78.3 73.1－75.2 74.7－76.5 80.0 73.9 83.7 57.9 56.5－58.9 48.3－50.1 55.3 51.8 63.6

 宮城県 60.8 81.2－82.3 82.7 － 84.0 67.4 64.2 80.6 47.6 55.1－56.8 76.9－78.5 49.8 49.2 61.0 76.3 71.9－73.5 72.9－74.7 77.5 71.3 81.1 56.5 57.2－59.1 46.8－48.7 54.0 50.4 61.4

 秋田県 71.7 86.4－87.3 88.7 － 89.9 75.3 74.4 86.1 59.1 62.1－63.8 83.9－85.7 60.4 62.9 69.0 82.8 78.8－80.2 82.1－84.2 86.2 80.7 88.4 67.1 63.2－64.9 57.8－60.3 63.7 58.9 68.6

 山形県 63.9 81.7－83.2 84.0 － 85.7 71.3 68.1 83.3 48.5 54.0－55.9 77.8－80.0 51.0 52.0 64.0 77.3 72.7－74.4 73.4－75.6 78.3 73.6 82.6 57.1 55.1－57.0 47.9－50.0 54.0 51.2 63.6

 福島県 63.9 80.9－82.5 82.5 － 84.1 70.1 66.4 82.2 48.5 53.9－56.3 75.8－78.0 50.8 50.4 62.0 76.4 72.0－73.8 72.1－74.4 77.7 73.0 83.2 55.3 55.1－57.5 45.5－47.7 53.1 50.1 62.1

 茨城県 63.7 81.9－83.1 83.0 － 84.3 68.9 65.9 81.1 49.7 56.2－58.1 76.0－77.6 50.7 49.8 61.0 77.2 73.9－75.5 72.9－74.5 77.1 71.9 80.0 58.9 59.3－61.2 48.4－50.2 53.5 50.7 62.9

 栃木県 61.1 79.7－81.0 82.2 － 83.6 68.8 64.3 81.7 47.9 53.2－55.2 76.3－78.2 49.9 49.5 61.0 76.8 71.8－73.5 73.8－75.7 78.9 71.4 81.1 56.3 55.8－57.5 48.0－50.0 53.3 50.7 62.1

 群馬県 61.3 79.8－81.5 82.6 － 84.1 70.9 66.2 82.2 47.5 52.5－54.5 75.5－77.4 50.2 50.0 62.0 76.4 72.3－74.2 72.7－74.4 78.3 72.7 82.6 55.0 55.8－57.8 47.0－48.8 54.1 50.8 62.9

 埼玉県 62.6 80.6－81.9 83.5 － 84.8 70.1 66.2 82.2 49.7 54.5－56.3 78.0－79.8 51.0 51.8 64.0 76.2 71.3－72.9 73.8－75.5 77.5 72.3 82.1 57.7 57.8－59.6 48.6－50.5 55.5 52.5 63.6

 千葉県 61.9 80.9－82.3 82.7 － 84.2 71.0 66.7 82.2 50.1 56.4－58.3 77.2－79.2 51.3 51.4 64.0 77.1 72.6－74.5 73.1－75.1 79.8 72.8 83.2 59.4 59.3－61.3 49.7－51.7 56.3 53.2 65.0

 東京都 64.8 82.7－84.0 83.8 － 85.1 71.6 68.5 82.8 52.1 56.8－58.8 78.6－80.3 53.6 54.1 66.0 78.4 73.9－75.6 75.6－77.4 79.7 74.2 83.7 60.8 61.6－63.6 51.8－53.7 58.7 55.7 65.7

神奈川県 61.5 80.3－81.8 82.5 － 84.1 68.7 65.1 81.1 49.7 54.7－56.8 77.7－79.4 50.8 50.7 63.0 76.5 71.4－73.4 73.0－75.1 78.1 71.7 81.1 58.7 59.0－61.3 49.8－51.9 56.6 53.0 63.6

 新潟県 66.3 81.2－82.6 83.5 － 84.7 71.2 67.0 82.8 50.4 54.6－56.8 76.9－78.7 50.3 50.7 64.0 79.5 73.3－75.1 72.4－74.5 78.3 71.9 82.1 59.3 57.7－59.9 47.3－49.1 54.1 51.1 63.6

 富山県 63.8 82.8－84.3 84.5 － 85.7 72.4 68.8 83.9 50.7 59.3－61.5 77.5－79.4 51.7 54.3 66.0 79.7 75.7－77.3 75.2－77.0 80.5 76.0 85.8 60.4 60.2－62.4 49.5－51.5 56.8 55.1 66.4

 石川県 67.6 84.2－85.4 83.8 － 85.4 72.7 67.6 83.3 54.3 59.4－61.2 78.3－80.4 53.4 55.2 64.0 80.2 77.4－79.2 75.0－77.2 80.7 74.7 84.2 64.3 62.5－64.6 50.6－52.6 57.5 54.8 64.3

 福井県 68.6 85.1－86.3 86.3 － 87.5 75.5 70.5 85.0 54.3 59.2－61.2 80.1－82.4 57.0 57.5 67.0 81.6 77.4－79.2 77.6－79.5 84.2 78.3 86.8 65.1 61.6－64.0 52.9－55.6 58.7 56.5 67.9

 山梨県 60.1 80.1－81.5 81.3 － 82.9 69.3 63.9 81.7 47.5 53.9－55.8 75.8－77.9 49.8 49.7 62.0 75.6 70.6－72.5 71.0－73.1 76.8 71.4 82.1 55.8 56.2－58.3 45.8－47.8 53.6 51.0 62.1

 長野県 63.7 81.8－83.0 83.4 － 84.9 70.4 66.5 82.2 50.3 54.9－56.7 77.7－79.5 51.1 51.2 63.0 77.8 72.4－74.1 72.9－75.0 79.5 72.1 83.7 59.5 57.6－59.6 47.6－49.4 54.4 51.2 64.3

 岐阜県 61.3 79.8－81.2 82.5 － 83.9 69.2 65.0 82.2 49.1 53.5－56.2 77.6－79.5 51.0 53.2 66.0 76.2 70.8－73.2 71.8－73.8 77.2 70.4 81.6 56.0 56.3－58.8 47.3－49.4 54.7 52.1 64.3

 静岡県 57.7 79.7－81.1 81.8 － 83.3 70.8 65.6 82.8 47.3 53.2－55.1 77.6－79.2 49.2 52.1 65.0 76.2 71.2－73.1 72.3－74.1 79.3 72.0 82.6 56.6 56.5－58.7 47.6－49.3 54.1 51.4 63.6

 愛知県 61.2 79.8－81.4 80.5 － 82.5 70.4 64.4 80.6 48.6 54.0－56.1 75.6－77.8 49.7 49.9 62.0 76.2 71.1－73.0 72.0－74.2 79.2 71.9 82.6 59.5 58.3－60.4 47.7－50.0 55.2 51.9 65.0

 三重県 60.3 79.0－80.2 80.9 － 82.5 67.8 62.9 80.6 46.7 51.8－53.5 74.2－76.2 46.9 47.1 60.0 75.8 71.4－73.0 71.5－73.4 76.0 70.9 81.1 55.3 56.0－57.6 46.5－48.2 52.5 49.7 61.4

 滋賀県 58.8 79.5－81.2 81.5 － 83.2 68.3 62.3 80.6 46.4 52.5－55.0 76.6－78.6 48.0 47.8 60.0 74.7 70.1－72.2 71.8－73.8 76.8 70.3 80.5 55.1 55.0－57.5 46.6－48.7 53.4 50.4 62.1

 京都府 65.8 82.7－83.8 84.8 － 86.2 71.6 68.4 82.8 52.1 57.2－59.1 79.4－81.3 53.4 53.7 64.0 79.2 75.7－77.3 77.3－79.2 82.2 75.3 85.3 61.1 60.9－62.7 51.6－53.9 56.6 53.3 66.4

 大阪府 61.2 79.8－81.3 81.1 － 82.7 68.3 62.7 79.4 47.9 52.5－54.4 74.8－76.9 49.4 47.0 58.0 77.1 73.3－75.1 73.7－75.7 78.4 71.2 80.5 57.3 57.3－59.5 47.0－49.2 53.8 49.9 60.7

 兵庫県 63.3 81.7－83.1 82.8 － 84.1 70.7 66.1 81.7 49.9 54.5－56.4 77.0－78.8 50.9 50.8 62.0 77.4 73.0－74.8 72.9－74.8 79.2 73.0 82.6 59.2 58.4－60.3 47.8－49.6 54.8 52.2 63.6

 奈良県 62.6 81.9－83.3 83.3 － 84.8 70.6 66.2 82.2 50.1 55.8－58.0 77.9－79.9 51.4 51.5 63.0 78.6 74.6－76.4 73.8－75.8 79.8 73.0 82.6 58.5 58.9－61.1 49.1－51.1 56.0 52.4 64.3

和歌山県 62.4 79.2－80.7 81.8 － 83.2 69.8 64.3 81.1 47.5 50.9－52.9 75.0－77.0 48.4 47.4 59.0 76.4 72.0－73.8 72.6－74.6 79.4 72.7 82.6 56.9 55.8－57.7 46.9－48.9 53.0 48.9 62.9

 鳥取県 63.9 82.5－83.9 85.0 － 86.6 70.9 68.0 84.4 50.4 55.0－57.3 80.0－82.1 52.5 51.7 64.0 78.1 72.0－73.7 75.4－77.5 81.5 73.3 84.2 60.2 56.2－58.3 50.3－52.5 55.9 52.2 65.0

 島根県 59.9 80.4－82.3 81.4 － 83.1 68.1 63.2 81.1 46.8 55.2－57.4 76.6－78.6 50.3 48.6 62.0 74.3 69.8－72.0 70.0－71.9 77.9 70.6 82.1 55.8 55.2－57.5 46.2－48.0 52.7 49.9 62.9

 岡山県 61.4 79.7－80.9 83.0 － 84.5 68.6 63.5 80.6 47.7 52.3－54.4 76.6－78.4 49.3 48.9 60.0 74.6 69.1－71.0 71.8－73.7 77.6 69.5 80.5 57.2 54.6－56.7 48.2－50.1 52.4 49.3 62.1

 広島県 65.8 83.0－84.3 84.7 － 86.0 72.9 67.8 83.3 52.7 57.1－59.1 80.2－82.1 53.8 53.3 65.0 79.2 74.6－76.3 76.4－78.1 81.3 74.3 84.7 61.3 59.5－61.6 51.0－52.9 56.6 53.6 65.0

 山口県 64.3 81.7－82.9 83.2 － 84.5 68.6 63.4 80.6 50.2 55.3－57.4 78.1－80.2 49.6 47.5 60.0 77.9 72.6－74.4 73.2－74.9 78.6 69.2 80.5 59.9 57.0－59.1 49.2－51.0 52.8 48.7 62.1

 徳島県 63.3 82.0－83.4 83.5 － 84.8 71.6 65.6 80.6 49.0 54.4－56.9 76.6－78.5 51.2 50.3 58.0 75.8 72.6－74.4 74.8－76.3 80.2 73.9 81.6 58.4 56.2－58.7 48.9－50.6 52.9 50.7 61.4

 香川県 66.8 83.2－84.5 83.1 － 84.4 71.2 67.2 83.9 52.9 58.8－60.8 80.2－81.8 54.5 53.8 68.0 78.1 73.9－75.7 74.4－76.1 80.5 74.1 85.3 62.1 60.4－62.4 49.5－51.4 55.9 54.3 67.1

 愛媛県 63.1 80.0－81.3 82.1 － 83.7 70.4 64.7 82.2 50.7 54.5－56.3 76.4－78.5 50.4 50.3 62.0 77.6 72.5－74.1 72.3－74.3 79.3 71.2 82.6 61.0 58.6－60.4 47.3－49.6 54.3 50.7 63.6

 高知県 65.3 81.5－82.7 82.2 － 83.5 68.5 65.0 81.7 49.8 52.4－54.3 77.2－79.0 49.5 47.7 60.0 78.8 73.9－75.6 74.3－76.3 76.4 72.6 81.6 57.9 57.1－59.1 47.2－49.2 52.1 49.3 60.7

 福岡県 63.2 80.9－82.3 82.8 － 84.3 69.0 63.9 81.1 49.1 53.4－55.4 76.5－78.5 48.0 47.4 60.0 77.2 72.1－73.7 72.3－74.3 77.6 71.1 81.1 58.7 57.0－58.9 47.4－49.3 53.2 49.2 61.4

 佐賀県 63.3 80.9－82.4 81.9 － 83.4 68.9 65.4 81.1 46.8 52.9－54.9 75.0－77.1 49.2 47.8 59.0 77.1 72.4－74.2 71.9－73.9 78.8 72.8 82.1 57.4 56.6－58.7 45.7－47.6 52.3 49.4 62.1

 長崎県 60.3 80.2－81.6 82.0 － 83.5 68.8 62.6 80.6 46.9 53.6－55.8 75.6－77.5 48.7 47.5 59.0 76.4 70.9－72.8 72.9－74.7 78.2 71.0 83.2 57.1 56.0－58.2 46.6－48.4 53.3 49.4 62.1

 熊本県 64.0 80.8－82.2 83.0 － 84.3 71.1 66.6 82.8 48.1 54.0－56.1 77.3－79.1 50.6 50.4 62.0 78.5 73.1－74.6 74.4－76.3 80.3 74.0 83.7 58.6 58.2－60.2 48.4－50.2 54.5 51.2 63.6

 大分県 62.3 79.9－81.5 81.4 － 82.8 69.4 62.5 80.0 48.7 52.8－54.9 75.3－77.2 48.1 48.0 59.0 78.7 73.8－75.9 72.3－74.3 78.7 72.0 81.6 57.8 56.1－58.4 47.1－48.9 51.8 50.0 60.7

 宮崎県 64.5 81.6－82.6 83.1 － 84.5 71.8 66.9 82.2 48.1 53.7－55.4 76.4－78.3 49.2 48.9 60.0 77.0 73.7－74.9 73.5－75.2 79.8 74.0 83.7 56.8 55.8－57.4 46.8－48.5 51.1 49.1 63.6

鹿児島県 64.7 80.5－81.8 83.7 － 85.1 70.9 66.2 82.2 47.9 53.9－55.7 76.8－78.8 49.3 50.1 62.0 78.8 73.3－74.7 72.7－74.5 78.6 72.8 81.6 56.7 57.3－59.2 45.9－47.9 52.4 49.0 61.4

 沖縄県 58.3 76.3－77.8 79.1 － 80.5 64.5 57.5 76.7 45.5 50.8－52.6 73.1－75.0 46.4 45.1 53.0 73.3 65.5－67.6 68.2－70.2 77.1 66.3 76.3 54.4 52.0－53.9 43.7－45.5 48.9 45.5 54.3

（参考）

22年度

（参考）

22年度

（参考）

22年度

（参考）

24年度

（参考）

24年度

（参考）

22年度

（参考）

24年度

（参考）

24年度

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

※都道府県の平均正答率は，公立のみの数字である（以下同じ）。 
※平成 22 年度，24 年度の調査については，調査方法が抽出調査（95％の確率で誤差１％以内になるよう抽出率を
設定）であるため，誤差を含む形で表示している。 
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＜中学校＞                             平均正答率（％） 

  

25年度
（参考）

21年度

（参考）

20年度

（参考）

19年度
25年度

（参考）

21年度

（参考）

20年度

（参考）

19年度
25年度

（参考）

21年度

（参考）

20年度

（参考）

19年度
25年度

（参考）

21年度

（参考）

20年度

（参考）

19年度

全国
（国公私立）

76.8 75.9－76.2 76.0－76.3 77.4 74.1 82.2 68.0 64.1－64.4 66.3－66.7 75.0 61.6 72.0 64.3 63.4－63.8 65.9－66.4 63.4 63.9 72.8 42.4 50.8 － 51.4 44.9 － 45.6 57.6 50.0 61.2

全国
（公立）

76.4 75.0－75.2 75.0－75.2 77.0 73.6 81.6 67.4 63.2－63.4 65.1－65.5 74.5 60.9 72.0 63.7 62.0－62.3 64.4－64.8 62.7 63.1 71.9 41.5 49.2 － 49.5 43.1 － 43.5 56.9 49.2 60.6

 北海道 76.0 73.6－74.8 74.1－75.3 76.1 72.7 80.5 66.2 62.4－63.8 62.1－63.7 72.6 59.0 70.0 62.3 59.9－61.6 61.8－63.6 61.1 60.4 68.6 39.1 47.1 － 49.1 40.1 － 42.4 55.4 46.0 57.6

 青森県 78.8 75.5－76.5 76.5－77.9 78.9 75.3 83.8 67.7 64.8－66.2 66.1－67.9 75.7 61.7 73.0 65.0 61.6－63.2 65.5－68.0 64.2 65.0 73.9 42.4 47.9 － 49.9 43.2 － 45.9 56.0 50.2 61.2

 岩手県 78.2 75.2－76.6 75.9－77.0 78.2 74.3 82.7 68.1 63.3－65.1 63.9－65.7 74.2 60.6 73.0 59.9 57.8－60.3 59.3－61.3 57.9 58.1 68.6 37.4 45.9 － 48.9 39.5 － 41.5 53.0 45.9 58.2

 宮城県 77.6 75.6－76.8 75.6－76.7 78.1 73.8 80.8 68.6 64.9－66.2 66.0－67.4 76.4 61.8 71.0 62.2 59.9－61.8 63.4－65.4 62.1 61.4 70.3 39.7 49.4 － 51.6 42.9 － 45.1 57.7 49.1 59.4

 秋田県 81.9 79.2－80.2 79.3－80.2 82.3 78.6 85.4 74.6 69.7－70.8 71.0－72.4 81.8 66.8 77.0 68.9 66.6－68.2 70.0－71.7 68.8 70.2 77.5 47.5 55.6 － 57.7 49.0 － 50.9 63.4 54.7 65.3

 山形県 78.9 76.6－78.1 76.4－77.5 80.4 76.7 84.6 69.1 66.0－67.9 67.9－69.3 78.7 64.6 76.0 63.1 61.1－63.4 64.2－65.8 65.1 65.5 75.3 40.7 48.8 － 51.4 43.7 － 45.5 59.2 51.9 64.1

 福島県 77.3 76.0－77.2 74.3－75.7 78.3 74.4 82.2 66.4 63.6－65.2 64.1－66.0 75.7 60.8 73.0 61.0 60.0－61.9 61.3－64.0 62.3 61.4 71.7 38.1 47.9 － 50.4 40.5 － 43.3 56.3 48.3 60.0

 茨城県 77.2 74.1－75.5 74.9－76.0 77.6 74.0 81.9 69.5 64.7－65.9 65.6－67.1 75.8 62.4 73.0 62.9 61.0－62.8 62.9－64.7 60.9 63.8 70.6 42.1 49.5 － 51.8 42.4 － 44.2 56.6 48.2 59.4

 栃木県 77.2 74.7－76.0 74.2－75.5 77.8 73.7 82.7 68.0 63.0－64.4 64.9－66.6 76.5 60.8 74.0 63.8 60.5－62.7 62.6－65.0 62.8 62.4 71.9 41.1 48.4 － 50.8 41.4 － 44.1 57.9 48.6 60.6

 群馬県 78.1 76.6－78.0 76.2－77.6 79.0 75.7 83.0 68.8 64.7－66.2 67.9－69.5 77.3 63.7 74.0 64.9 62.7－64.7 65.9－67.9 64.7 65.5 73.9 42.8 51.8 － 54.1 45.5 － 47.9 60.3 52.1 63.5

 埼玉県 76.5 74.1－75.3 74.3－75.6 76.5 73.2 81.6 68.8 62.5－63.8 65.3－67.0 74.2 61.1 72.0 62.8 59.3－61.1 62.6－64.9 61.6 61.1 70.6 40.6 47.1 － 49.1 41.4 － 43.8 55.9 47.8 60.0

 千葉県 76.2 74.3－75.5 74.8－75.9 76.8 72.8 81.6 68.1 62.9－64.2 65.8－67.3 74.6 61.6 72.0 63.2 60.5－62.2 63.0－64.9 61.6 61.7 70.0 41.5 47.7 － 49.9 42.2 － 44.3 56.7 49.1 60.0

 東京都 77.3 75.4－76.7 75.6－76.9 77.0 73.5 81.6 69.3 63.3－64.7 65.8－67.6 73.8 61.4 72.0 65.2 62.8－64.8 64.5－66.6 62.6 62.6 71.4 43.2 50.1 － 52.6 42.9 － 45.3 56.8 48.9 60.6

神奈川県 76.3 74.3－75.6 74.7－75.8 75.6 73.2 81.1 68.9 62.9－64.2 64.4－65.9 73.2 61.1 72.0 63.8 60.3－62.2 63.6－65.5 62.2 62.6 70.3 41.9 48.7 － 50.9 42.5 － 44.6 56.7 48.6 60.6

 新潟県 76.5 74.4－75.5 75.1－76.4 77.7 73.6 83.0 66.6 62.0－63.3 65.7－67.5 75.1 61.3 73.0 62.7 60.2－62.0 62.3－64.6 61.8 62.8 72.2 39.2 46.3 － 48.5 40.8 － 43.4 56.7 49.3 60.6

 富山県 78.9 77.6－78.6 78.0－79.0 81.8 78.0 85.7 70.4 66.4－67.5 68.7－70.4 80.1 67.1 77.0 65.8 65.7－67.2 67.7－69.6 68.4 69.9 77.2 43.9 53.7 － 55.5 48.4 － 50.5 63.6 55.2 65.9

 石川県 78.3 76.5－77.6 77.0－78.1 79.9 76.0 83.8 70.7 65.8－67.1 66.9－68.5 77.8 64.2 76.0 66.6 65.4－67.1 67.2－69.2 67.0 66.4 76.1 45.0 53.6 － 55.8 45.8 － 48.2 61.9 53.1 65.3

 福井県 80.0 78.3－79.5 78.8－80.0 82.0 78.4 84.9 71.7 66.6－68.4 69.8－71.7 80.8 67.3 77.0 69.9 67.2－69.0 71.6－73.1 70.5 72.1 80.3 49.2 55.1 － 57.3 51.9 － 53.8 65.2 58.5 67.6

 山梨県 76.9 75.4－77.0 74.8－76.0 77.6 74.7 82.2 67.4 63.6－65.9 66.0－67.8 77.1 62.1 74.0 62.1 59.2－61.9 62.0－64.7 61.9 62.3 71.4 40.0 49.7 － 53.0 41.4 － 43.9 57.1 50.0 61.8

 長野県 76.8 75.6－77.0 73.6－75.2 77.9 74.3 83.5 65.9 62.6－65.0 62.6－65.0 74.8 61.3 73.0 61.9 61.2－63.5 61.1－64.1 62.5 63.3 73.1 40.2 47.1 － 50.4 39.7 － 42.8 56.7 50.4 61.8

 岐阜県 77.1 75.1－76.2 77.0－78.1 79.1 75.7 83.2 70.2 65.2－66.5 67.8－69.1 78.5 65.3 76.0 66.6 64.2－66.0 66.7－68.6 65.8 67.0 75.8 45.7 52.0 － 54.1 47.5 － 49.6 62.7 52.9 65.3

 静岡県 77.1 75.6－76.6 76.0－77.2 79.2 75.4 83.0 68.7 63.4－64.7 66.8－68.5 77.3 64.1 76.0 65.0 64.5－66.1 66.2－68.2 65.8 67.0 75.6 44.6 51.7 － 53.7 45.3 － 47.6 60.7 52.7 63.5

 愛知県 76.3 74.7－75.8 74.4－75.8 77.4 74.5 82.4 67.1 63.0－64.2 64.3－66.1 75.0 62.1 73.0 66.3 64.2－65.8 65.9－68.1 65.9 67.0 75.8 44.5 49.9 － 51.9 44.1 － 46.6 59.7 53.1 64.1

 三重県 75.0 73.3－74.7 73.5－74.7 75.9 72.6 81.6 65.8 60.4－61.8 63.3－65.0 73.3 59.5 71.0 63.2 60.7－62.6 64.3－66.4 62.7 63.8 73.1 39.3 46.9 － 49.1 41.7 － 43.8 56.5 49.3 60.6

 滋賀県 75.5 74.2－75.3 74.2－75.6 76.8 72.5 80.8 65.6 61.4－62.6 63.4－65.3 74.0 59.6 69.0 64.4 62.2－63.8 64.9－67.1 63.6 64.6 72.5 40.4 47.4 － 49.3 42.8 － 45.5 57.2 48.1 58.8

 京都府 76.3 74.2－75.4 74.2－75.3 75.9 73.5 81.4 68.2 61.5－62.9 63.4－64.8 73.0 61.0 72.0 64.2 61.6－63.3 62.8－64.6 62.3 64.1 72.8 42.9 47.3 － 49.6 40.9 － 42.9 55.5 49.5 61.2

 大阪府 73.3 72.5－73.7 71.0－72.3 72.7 70.5 79.2 63.0 58.4－59.7 59.3－61.1 68.3 55.3 65.0 61.7 59.4－61.0 61.4－63.6 59.9 60.6 69.4 38.8 45.0 － 46.9 38.4 － 40.6 52.5 45.2 55.3

 兵庫県 76.8 75.5－76.5 74.2－75.3 77.2 73.3 81.9 67.0 61.6－62.8 63.9－65.4 74.0 59.6 70.0 65.9 63.0－64.5 66.1－68.0 64.7 65.3 74.2 43.8 48.8 － 50.6 43.6 － 45.8 57.9 50.3 61.2

 奈良県 77.1 75.9－77.5 75.1－76.2 78.2 74.6 83.0 67.5 62.0－63.8 64.3－65.7 76.1 62.3 73.0 65.5 62.3－64.7 65.9－67.8 65.3 66.3 74.4 42.9 49.0 － 51.8 44.3 － 46.4 59.0 51.5 61.8

和歌山県 74.4 73.9－75.2 71.8－73.0 74.9 71.9 80.3 64.3 61.0－62.5 61.1－62.7 70.7 57.0 67.0 63.4 62.0－63.8 64.0－65.7 63.1 64.3 72.8 40.3 47.4 － 49.7 41.0 － 43.2 56.0 48.8 58.2

 鳥取県 77.6 75.3－76.6 76.6－77.7 79.3 75.5 81.9 68.6 64.3－66.0 66.2－67.9 76.4 61.3 72.0 64.8 63.1－65.0 64.8－67.4 64.0 64.4 73.3 43.0 48.1 － 50.8 43.2 － 45.7 58.4 50.9 61.2

 島根県 77.2 74.1－75.1 76.8－78.0 79.0 75.3 82.4 69.1 65.0－66.2 67.0－68.6 78.1 63.2 74.0 62.9 60.2－61.8 63.2－66.1 62.2 62.1 71.1 40.8 46.9 － 48.7 42.2 － 45.0 58.4 50.7 61.2

 岡山県 76.4 73.4－74.8 74.1－75.3 77.7 73.2 81.9 66.4 60.7－62.4 62.8－64.4 73.8 58.8 70.0 62.8 60.2－62.5 63.1－64.8 62.4 61.7 71.9 40.3 46.1 － 49.0 40.7 － 42.9 56.4 47.7 58.8

 広島県 76.7 74.8－75.9 75.3－76.7 77.6 74.2 82.4 69.2 62.9－64.3 64.8－66.7 74.8 61.0 72.0 64.8 61.5－63.3 63.7－66.0 62.9 64.2 73.3 43.5 48.7 － 50.9 42.0 － 44.7 56.2 48.7 60.6

 山口県 77.3 74.7－75.8 75.0－76.4 78.0 74.1 82.7 68.3 63.4－64.8 66.0－67.9 76.3 60.7 73.0 65.5 62.8－64.4 65.2－67.3 64.0 63.3 73.3 44.2 49.8 － 51.9 43.9 － 46.3 58.6 50.0 62.4

 徳島県 76.5 74.1－75.1 74.4－75.8 77.0 73.6 82.2 64.9 60.8－62.1 63.1－65.0 73.5 59.5 71.0 65.4 62.3－63.9 66.7－68.7 65.3 66.8 76.4 42.6 46.1 － 48.1 42.7 － 45.3 56.9 51.2 61.8

 香川県 76.6 74.7－75.8 75.6－76.7 79.1 75.7 82.7 67.0 61.6－62.9 65.3－66.9 75.9 62.7 74.0 66.3 62.4－64.1 67.2－69.1 66.5 68.0 76.1 44.6 48.3 － 50.4 45.3 － 47.5 59.6 52.6 62.9

 愛媛県 76.5 75.7－77.4 74.5－76.0 77.8 74.1 82.7 67.2 62.5－64.3 63.9－65.7 75.5 60.9 72.0 64.5 62.9－65.4 64.7－66.7 63.8 64.9 72.5 44.0 49.6 － 52.6 43.3 － 45.7 58.4 51.5 62.9

 高知県 74.3 71.8－73.1 72.0－73.3 74.2 70.1 78.1 64.8 60.9－62.3 60.0－62.1 69.8 54.8 64.0 59.3 57.4－59.2 58.3－60.7 56.5 54.5 62.8 35.4 44.3 － 46.6 35.4 － 37.9 49.7 41.5 50.6

 福岡県 75.4 73.5－74.7 73.8－74.9 76.7 73.6 81.1 66.5 61.7－63.1 64.0－65.5 74.8 60.0 71.0 62.0 58.6－60.3 61.2－63.2 60.7 61.1 70.8 39.8 46.0 － 48.2 40.8 － 42.8 55.6 48.3 58.8

 佐賀県 75.3 73.1－74.3 73.2－74.6 76.7 72.8 80.5 65.8 62.3－63.7 64.1－65.9 74.5 59.1 70.0 61.7 60.3－62.2 62.6－64.7 61.7 61.6 71.7 39.5 46.2 － 48.6 41.1 － 43.7 56.8 49.1 60.6

 長崎県 76.1 74.6－75.9 75.3－76.6 78.1 73.6 82.2 66.6 63.1－64.5 65.9－67.6 76.5 60.6 73.0 63.2 61.5－63.5 65.3－67.4 63.6 62.6 73.6 41.3 50.2 － 52.5 44.3 － 46.7 58.7 49.9 62.4

 熊本県 76.6 74.4－75.7 74.7－76.2 77.7 74.1 82.7 67.1 63.7－65.1 66.1－68.2 76.3 62.2 74.0 63.4 61.0－62.9 64.4－66.7 63.0 63.5 72.8 43.0 49.0 － 51.1 43.8 － 46.4 58.2 50.7 62.9

 大分県 76.0 73.7－74.7 73.8－75.1 76.8 73.4 81.6 66.7 63.0－64.1 63.0－64.9 73.9 60.0 71.0 62.0 60.9－62.2 61.5－63.4 61.4 62.5 72.8 39.2 47.1 － 48.8 40.0 － 42.2 53.9 47.0 59.4

 宮崎県 76.1 74.2－75.5 74.3－75.5 78.0 74.8 82.7 66.4 64.4－65.6 65.6－67.2 77.2 61.5 74.0 64.0 63.7－65.4 64.1－66.4 64.8 64.8 75.0 41.4 48.9 － 51.0 42.1 － 44.4 57.2 50.5 62.9

鹿児島県 75.4 73.4－74.5 73.7－74.7 76.1 73.0 82.4 64.8 61.7－63.0 63.6－65.1 74.7 59.5 72.0 61.5 59.7－61.1 61.7－63.6 61.1 61.4 70.3 39.2 45.8 － 47.5 39.9 － 41.7 54.1 47.3 58.8

 沖縄県 69.2 66.9－68.3 66.9－68.4 69.5 67.8 74.3 62.4 56.2－57.7 57.0－58.9 68.0 54.0 64.0 53.2 49.8－51.8 49.8－52.2 51.4 49.6 57.2 29.8 37.5 － 39.4 28.9 － 31.0 45.4 38.0 47.6

（参考）

24年度

（参考）

24年度

国語Ｂ

（参考）

22年度

（参考）

22年度

（参考）

24年度

（参考）

22年度

（参考）

22年度

数学Ａ 数学Ｂ

（参考）

24年度

国語Ａ
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○都道府県別・児童生徒の正答率分布一覧 

＜小学校・国語Ａ＞ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（国公私立）

全国（公立）

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

児童数の割合

正答率 
～20％    20～40％    40～60％   60～80％   80％～ 
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＜小学校・国語Ｂ＞ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（国公私立）

全国（公立）

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

児童数の割合

正答率 
～20％    20～40％    40～60％   60～80％   80％～ 
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＜小学校・算数Ａ＞ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（国公私立）

全国（公立）

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

児童数の割合

正答率 
～20％    20～40％    40～60％   60～80％   80％～ 
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＜小学校・算数Ｂ＞ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（国公私立）

全国（公立）

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

児童数の割合

正答率 
～20％    20～40％    40～60％   60～80％   80％～ 
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＜中学校・国語Ａ＞ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（国公私立）

全国（公立）

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

生徒数の割合

正答率 
～20％    20～40％    40～60％   60～80％   80％～ 
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＜中学校・国語Ｂ＞ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（国公私立）

全国（公立）

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

生徒数の割合

正答率 
～20％    20～40％    40～60％   60～80％   80％～ 
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＜中学校・数学Ａ＞ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（国公私立）

全国（公立）

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

生徒数の割合

正答率 
～20％    20～40％    40～60％   60～80％   80％～ 
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＜中学校・数学Ｂ＞ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（国公私立）

全国（公立）

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

生徒数の割合

正答率 
～20％    20～40％    40～60％   60～80％   80％～ 
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「４年間のまとめ」(※)で指摘した課題等、これまでの調査で見られた課題についての
改善状況を把握する観点からの問題を出題
※ 国立教育政策研究所において、平成19～22年度の４回の調査結果を分析して、成果と課題を整理した報告書

○ これまでの調査で見られた課題について、依然として課題が見られるものがある。
○ 一方、今回の調査を見る限り、改善状況が見られたものがあるが、これらについて

は引き続き注視が必要。

依然として課題が見られるもの
改善状況が見られたが、
引き続き注視が必要なもの

小

学

校

国語

複数の内容を含む文の中の語句の役
割や語句相互の関係を理解すること

接続語を使って１文を２文に分けて書く
設問 【Ａ 二(1)】(23.6%)

調べて分かった事実に対する自分の
考えを、理由や根拠を明確にして書
くこと

リーフレットの編集に当たり、編集会議で
の意見を受け、該当する資料から必要と
なる複数の内容を取り上げて、自分の考
えを具体的に書く設問 【Ｂ 三】(17.9%)

ことわざの意味を理解すること

「石の上にも三年」の意味として
適切なものを選択する設問

【Ａ 一】(71.3%) 

算数
乗法や除法の意味を理解すること

２つのシートの混み具合を比べる式の
意味について、正しいものを選ぶ設問

【Ａ 】(50.2%)

求積に必要な情報（図形の長
さ・性質）を取り出して面積を
求めること

台形の面積を求める式と答えを
書く設問 【Ａ (3)】(73.5%)

中

学

校

国語 説明的な文章について、表現の仕方
や文章の特徴に注意して読むこと

新聞記事の書き方の特徴を説明した
ものとして適切なものを選択する設問

【Ｂ 一】 (61.6%)

必要となる情報を取り出し、
関係付けて読むこと

市民センターの催し物案内を 読み、
前日までに申込みをしなくても
中学生が参加できる講座を選択
する設問 【Ａ 二】（70.6%）

数学

一定の事柄が成り立つ理由や予想し
た事柄を数学的な表現を用いて説明
すること

安静時心拍数が年齢によらず一定で
あるとするときの目標心拍数の変わり
方を選び、その理由を説明する設問

【Ｂ (3)】(24.7%)

２けたの自然数と、その数の十の位と
一の位を入れかえた数の和を予想し、
説明する設問 【Ｂ (2)】(39.3%)

具体的な事象における数量の関
係を捉え、連立二元一次方程式
をつくること

ノートと鉛筆の値段を求めるため
の連立二元一次方程式をつくる
設問 【Ａ (3)】(83.1%)

● 今年度の調査問題の主な特徴

● 調査結果の概略

【Ａ問題】
平均正答数：11.3問／18問
平均正答率：62.9%

【Ｂ問題】
平均正答数：5.0問／10問
平均正答率：49.6%

【Ａ問題】
平均正答数：14.7問／19問
平均正答率：77.3%

【Ｂ問題】
平均正答数：7.6問／13問
平均正答率：58.6%

【Ａ問題】
平均正答数：24.6問／32問
平均正答率：76.8%

【Ｂ問題】
平均正答数：6.1問／9問
平均正答率：68.0%

【Ａ問題】
平均正答数：23.1問／36問
平均正答率：64.3%

【Ｂ問題】
平均正答数：6.8問／16問
平均正答率：42.4%

３

２

２

４

５

３
４

１

２

３

教科に関する調査結果
（参考）
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生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査結果

○英語の学習が好きと回答している小学生は約76％、中学生は約53％である。
（新規項目）

小学生 中学生

先生に尋ねる 25.8% 24.8%
（その場で） 15.9% 11.9%
（授業が終わってから） 9.9% 12.9%

友達に尋ねる 31.8% 41.5%
家の人に尋ねる 23.9% 7.0%
自分で調べる 11.8% 16.0%
そのままにしておく 5.4% 8.8%

●比較的多くの小学生・中学生が早期に英語を学び始めている。

●地域による学校支援活動が進展し、効果を発揮している。

○約９割の学校が、「保護者や地域の人の学校支援ボランティア活動は、学校の
教育水準の向上に効果があった」と回答（新規項目）
・小学校（約95％） ・中学校（約87％）

○家庭学習の課題（宿題）を与えた学校に、若干の増加傾向がうかがえる。
・小学校（国語 H19: 97.0% → H25: 99.5%、 算数 H19: 97.5% → H25: 99.5%）
・中学校（国語 H19: 84.4% → H25: 89.7%、 数学 H19: 88.8% → H25: 92.8%）

●家庭学習の定着が着実に進んでいる。

○家で授業の復習をしている小学生・中学生に、増加傾向がうかがえる。
・小学生（H19: 40.3% → H25: 51.5%) ・中学生（H19: 39.5% → H25: 48.8%）

●授業の中で分からないことが
あったとき、小学生の約5％、
中学生の約9％が「そのままに
しておく」と回答。

○「保護者や地域の人が学校の教育活動等に参加してくれる」と回答している学校
が、増加傾向
・小学校（H21:73.0% → H25:80.7%）・中学校（H21:54.4% → H25:64.4%）

○児童生徒が、学校の授業や英会話教室で英語を学び始めた時期（新規項目）

◆児童生徒の状況や学校の指導方法等をきめ細かく把握・分析するため、本年度
は、新規項目を追加して実施。

◆今後、「教科に関する調査結果」との関係等を分析し、教育施策や指導方法の
改善・充実に活用。（教科とのクロス集計等は12月公表予定）

・授業の中で分からないことがあったら、どうすること
が多いですか (新規項目）

小学校入学前 小1・小2 小3・小4 小5・小6 中1以降

小学生 17.9% 23.9% 25.0% 32.8% －

中学生 11.2% 11.8% 18.6% 38.4% 19.8%
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